
第四章 指導(授業)の構造と機能

謬過雌程とれしい、う鴻運勅カ馳す怜る初杭Tたωこ
創はLい、叶カかミ咋なるtも九のてで.jふλるカか泊曜安レ ，との主主では追究する。そこでまず ，第一節において ，自然におこなわれ

たさ学習抱導を観察し記録 したものか研究資料として記載し ，ついで ，第二節以下において分析，考察し

たものや遂次記述することにする。

I 学習指導の実践思録

。記載の要領について

提 示(視覚によるもの】

この締工主として視物こ鮮える提示

方.f}，:のものを記歎寸ゐたとえば.

地~ .年表 . 治関など

教師の提示・指導

この精工芸として教師のコトAこよる内

容筏示 ，および持樽を記殺する

泥童の学習

この物工主として児童生鮮の宛曾を

記入し.時三は，動作.愛情毒事も署E

入寸る

一一一--+・4

この印は教師から児電生徒に対する

層助き泊中ナ

r一一一一寸

この帥Z仮設と発言の関係を示す

←一一→一一この印は児叢生時から教師に対する

質問Yιどの働きかけ

。大項目

- 小 項 目

トー 一一一ー ーーーーーー一一一ー

ト ) 学的の慨を 示 情 ] 岬

1 小学絞6年学習指導記録

8… … 第 子

♀……女子

1 I • 3 11 .....・F折夢時間

。 新潟県西蒲原郡西川町立曽根小学校第 6掌年五組 (男子 3 0名 女子 2 2名3

0 指導 I教諭

。 記録ならびに録音 羽島

。月 日 昭和 36年 6月 20日""7月 1目

。単元 国のでぎたころ

。教科書小学校社会科六年上改訂版 学検図書株式剣士
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6月 20日 第 2校時 国のできたころ 第 1次

児童の学習提示(視覚に上る〉 教師の提示・指導
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板書 (向上ヲ

板 喜子 (向上、

ーー一一一ーーーーーー

-そのほかに

-その前は

-そのほか人で本よい

ご荷をしに来たか

国語の本にあったよ

貿易し工号とした

-そのほかに

元起の前か

-元窓の前という ことはど『い うことで解る ?

頼朝とは ?

聖徳太子より前のことで知っているか

-どんな人かー

l-lt 
011 1 9 2年は今から何年前か

-秀吉の頃は何年前か

i 5 0年前

600年

(既有知識の再生1

ー一ーー一一ー一一一一一一ー一一一一ー一ーーー一一ーーーーーーー

。今国を治めているのはだれか

いちばんの大将はたれか

国民の前は

早都を東京tこ

京都

4の前は奈

今日本ζベ 旦

忘れた

古通商条約ゼ

合平家が減ノ

移した

良正口々に)

ーが来た

結びに来た

f芝

(前(:~ 守うものt :必<，後とし・うもの

は少し.) 

古頼朝がti1ヲ

合議経の兄

舎前か後か責

皇の墓が・

-堺市

3推古天皇。

...o日本で初b

o 7 5 0 年前

300年， ' 

1 3 5 (l年下

ーーーーー一一一一ー

。池田勇人

国民

天皇

大将軍にな司た

合国の大将

らぬが ，仁徳天

きた

墓ができた

ての女帝

o 0年

。国民が国民によって治められるようになったの いs明治 23年

は ，どうして明治 23年か 第 2次!大戦t破れ

昭和とまちがえたのではないか

太平洋 ，第 2次大戦が終って新しい懲法ができ

てかムの意味か ノ、イ

。その前はだれか 8将軍

・宅そー一 うか 合天皇

-いつど人から天皇が政治令ゃったか O 1 87 1 年どろから

-その前は き将軍
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〈挙手 4人)

さ解りまぜん

♀(向上〕

♀ 1，2 0 0 年くらい

頼朝

-これ以来か {後世壁画線天皇という声も

ある)

oJ秦原氏

ちがう

ちがう f小さな声)

古天皇!・ほかの人は

よし、か よい

天皇だけ f答なし，聖徳太子とし・うものも

ある)

実族 fすぐ鴎寸る〉

。貴族のもっと込っと初めの方はどうか S人聞が縄女式土器を使い狩

を寸る ，土器や石器で生活

だれも大砲止さ:

.どうしてとJ思うか?

大将がない

f頭がたりな:1， .)

治める人はいない

固はない (多くのものがいう

(部落のようなもの)

-治める人がいなし、 ，国はあるか

-今のような国とちがう ，固といわれるように

なったのはいつごろか ぢ解らない
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。治める人がいないと閣といわない

。固というのはいつど為できたか勉強していこう。
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(.彫らぬ)斗，-固という本のはどういうもの令固という?

ー-+01と]:っている

ム・同じ性質の人がたくヌん

いると

-白いはだが同じ

4・同じili!ti治に従っている

七、

-也界に同が妻、るが ，どんなだと固といわれる

-同じ コトパが通用してい

あと

→・土地がふる

-入力旬、る

-商}II町というと

-そうでたいこれは固か掛地図の海を示す

。固というグは(板番〕

これがそ為ったのはいつど為かムか

第 2次国のできたころ第五校時6月 2 1日

児童の常習教師の指導 ・ 提示提示(視覚によるもの3

。年表だけ出しなさEい

。政治安やる人，困ヰド治める人がどのように変っ

l' 

てきたか守見ることにしよう(前時のさ学習の確

認、】

想起。
国民

頼朝

斗
天皇だけれど私費族が主であった
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ー治めるものはいない-その前はどうか?

f二二~一ーーーーーー一一-
oおさめる者がいなし、 ，それが急に天皇が大将に →その部落で一番年をとった

人が政治をしている。な「たのか ?

「よしおれが大将だから Jというようになるた

-臼本の慣が国九しい私のにまとまったのがい

っかき).-，たにちがいなし、。

どのようにして一つの聞にまとをつて来たか

勉強しょ h

2 ' 
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I例えば憲法のよう
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てはならない。

-国民

~，主めムれる人-おさめる人 ，

3 0 fI 2 J 

さ 1.:S 0日年くらい前

~ 1，500 年前

~ ¥ 400年前

。日:;t:の闘が一つにまとまったのはいつどろか。

。固といわれるのには何がなければならないか

。天皇が中心になって国脅まとめたのは 長

• ¥ 6 0 0年くらい前

~ 2，0日0年前

2' :5 0" 

8解らない。だれが一つの固にまとめたか

国支
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合大和事臆

念日本武尊
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事_.. _. ..l. ...理計り喧伝限付.

朝
延

。天皇守中心と した豪族によってまとまった
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。この頃は何をしていたか
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e 37ページ写真 レ・縄文式土器縄のような模様のあとがある〕

(土器縄文土器) I。狩はずっとつづいたか
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6月22日第五被時 国のできたころ 第 5次
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教澗苓

37ベージ写真

(国語畳呂のことを怨起きせる】

・あぜを木でかすこめるなど ，村になっているこ

とはつどうがよい

。鉄，銅が伝わると何に使われたか い鎌

・何か 1--->--.銅鐸

-何に使うか

・外国からきた銅鐸をもっていたのは誰か

-かぎり

・偉い人のしるしだλうといわれている

.1 00 ~ 200年こ λに農具として使われた

。日本がまとまっていくときに苦労はなかったか。

加苦心についての話をしはし、か。

円日本武毒事のことなども ，それを示すものだ

し、なかったとも思われる

物を入れる

金持ち

事偉い人

酋 長

c 

くまそというのは何か

.l開 笹伐について知っているか l工齢のまして.........

に化けて酒守のをして殺したとか ，火に固

まれたときに草を剣ではらって救われたとい

うように苦心した

。大和朝廷が国を競ーしたとき ，カのあるという

こ…しうω/
.Mんだと思う l、含まとまっている

・けんかしない

仲が良ければまとまっていかれるか一一一一斗....o戦争に対する知識

・まだないか い ・頭が……

文化人の意味か

・進んだところの道具や武器をもっていなけれ→→8敵をやっつけたときに

ばならない。これヂどこから手に入れるか、| とった

-うた陸から進んだ武器や考え方をもっているこ

と。

それから裕福でなければならない，貧乏では

だめだ ，そうでないと他の国から寅えない

- 102-
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豊かであったかがカの強いと い可こと事赤す

ものではないか

。(読れ〕

-仁徳天皇

一 ・力の強い人

‘早天皇陛下

ー ・貴族

-こういうものが怨てた人はどういう人か

038ベー ジの教科書を見よ
(教科書〕

38ベージ古墳の女

-何んでできているか

.くずれないか

・ひ主りなのか fひとりの

f
J、1
1

、

い

た

か

な

る

て

れ

土

守

っ

た

造

・
'V
作

つ

は

れ

を

造

て

そ

H

-V一

く

'

わ

の

な

が

に

も

で

だ

は

族

う

ラ

り

'

た

奈
ハ
ド

。
シ

と

に

っ

た

う

カ

ひ

め

ざ

っ
」
こ
ス
山
由

ふ

が

あ

の

皇

の

力

天

力

人のた刷功。ゅの意味)

3文字

合儒数，仏教のような学問

宗教が入ってきた

(軒斗衝を読む)

。米やすぐれた器物が大陸から来たのであるが ，

どんなものが伝わってきたか

・』まカ汁こ

-宗教はキリス ト教もあるし ，仏教もある ，そ

会との辺にマホメット教を

信じているものがふるか?

青銅の道具
(口々 eこ)

技術

ない

の ころのは
繋
張
、
建
築
、
彫
刻

ノ

。
伎
術

(
Z

〉

A
V

九
お
り
、
舟
、
土
木
、

。
漢
字

。
宗
教

l
儒
教
、
仏
教

(板番〕

。
学
問
|
医
学
、
磨
、
天
女

-技術とは何か，何かキヤ作り出す作り方

♀成物をつくるどんな技術が伝わったか帰
化
人
に
よ
る

♀屍防をつくる

合稲をつくる技術

h 念畑をつくる技術

• 6 1 8年どろになると ，すばらしい

家や彫刻などカ滑、に造られるようになった

.どんな学問が伝わったか -漢字

き先生なんでもかんでも伝暦も

わって来たんだね !

mよー・オランダ

中国

-だれが伝えたか

。来たもの ，帰化人……外国人から日本人になっ

たものである

そうでないと織物などはできない

中国から朝鮮に伝わり→北九州に来る

あちらから来ただけですか ?

一103一

相当たくざんある

こっちかムも行った



-こうし、うものが伝わると日本の生活はどの

ように変ったろう

6月 2 3日 第 5被時 国のできたころ 第 4次

児童の学習提示(視覚による〕

(板書〉

日C戸ザ 4c 350 

豪族
大 国
陸 . を

カ2 女 ま
対 イじ 2こ
立 II' め
し 三コ る
て fこ
争 わ

る

教師の提示 ・指導

。昨日は大陸からいろいろなものが伝わったこ ート念仏教，学問

とについて調べた。どんなものが来たか 一一→-;;，..o仏教て寸

・技術が伝わった はたお η

舟かつくる，造船

蚕守かう 養蚕

彫刻

建物をたてる建築

土木

やき物

・漢字，学問，こよみ，天文

。これはいつどろ伝わったか !ご♀今から 2.000年ほど前

大和の朝廷が国をまとめるときから前か後かー十+そのあと(一斉に)

fここで世紀の説明をする) 1日0年 を 1世

紀とする〕

トー ーーー一 一一一一一一一一一一一一一ー一一一一

-学問や仏教は t 一一 ~ 1 世紀

5c【 J 6C 

。日本と大陸を比べてどう思うか 合大陸の方が文化が進んで

いた

-だれが伝えたか

・を使ったのは一般の人でない

・土地人民を自由に使える長が使った

天皇 ，豪族たちが使った

・帰化人はどこを逸 って来たの

朝鮮から大軍小直接*tこか
。こういうものが伝わって ，日本の国はどう変 4

」宣1号化人

古地方の豪族

幡八鮮

て

朝
つ

ら

通

か

を

‘国

海

出
。+命。

たか，どんな点があるかとー←一 =t、平くら しが楽になる

[伽k<b:t.J.>こと?によご平二 3仕事の監がいく
病気になっても進んだ医者にかかれる ←ーヰb も苫医者の…

・生産が上る

・漢字が伝わってどろか，女宇がないとどうか|→ ・いろい乃のことをあら

わすことができない

-仏教が伝えられたので，みんなで信ずるよう

になった 1 l' (復習こ 1]'も使ってL・る)

- 1 04ー



-蘇我入鹿

・物部氏

o 6. cの終りど乃までの政治はどうであったか ，

天皇に仕えている豪族は広い土地をもち ，人民

ももっていた。

天皇も同じようにもっていた

それらの豪族がだんだんす1守得て ，天皇の命に

従わなくなった。あちこちにある念を可ぱうも

のも出てきた。豪族たちも争 うようになる。

・その申で代表的なものは

蘇我氏や物部氏が払った

.豪族は氏

・家族は互いに争っていた 4 I 

ぢ聖徳太子。こ『いう時に出た偉い人がある ，言1Eか

聖徳太子はどんなことやしたのか

〔教科在を詩んてノートに笹き出してください〕

・本の上でもよい 会本に書いてもよいか

書き出す〕〔教科書を読みt P 41 --P42の6行ぐらい〕(教科書〕

ー (板書) J，一理
;n-iFミジ間禁
酒せ教 大 七を=子
かるを 泉 粂 治(
b (;書 の 耳慣め i係

I~ 仰生法る~

@ L
O

品222
Ilt た談敬和 中
;をわしを」 心
ほ りて 3 な
[~ L.やか
l入 こまよ
:れ ううく
iるーー一一一 こ ーー一一ー-ー

と
古大和の事挺で天皇の政治

を助けた

S聖徳太子は天皇の代ηに

政治をおこなう撰政

(推古ヲミ皇のね……独語)

。聖徳太子はどんな立場の人か

。十七条憲法のなかみはどんなことがいっている

のか.:=T.たる内容は? なかみ ?

憲法の

♀天皇の命令に従 うこ と

合政治が乱れるのが ，閣の

内が乱れる と惑いから

♀人々がみんな仲良くしな

ければならない。

人々と相談しなければな

らない

何んの

( 7 . 8人挙手)

(教科留を見る 30 N ) 

のたつ

〕
-
を

よ一

之

同
九
一
』
」

-V
一う

書
一
い

科一

う

教
一
こ

L

」-
'

つ
一
ぜ

も
一
な(板番)

- 105ー
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。仏教はどこに起ったか

・本尊さまは

(板書〕

ι' 

平
。
す

た

申

持

い

の

た

気

て

国

し

る

れ

り

と

す

乱

く

う

愛

一

が

つ

よ

を一

申

.十

し

和
一
の

法

に

平
一
国
憲
和

小

O
一
公
u

。なぜこんな憲法をつくったのか

・申する気持ち令育ててど 号したかったのか

→平人hに忠いやりの心を喋

くする

(そんなことは角平らなし・)

.. tL.言語

8死んだ人をとすlhう

ち極楽へ行かれる ，死んで積

極楽に行く

♀宗教

生きもの

四つ足とは何か

魚みたいなものはよいか

-園内か治めるため

(まだないか〕

・天皇中心の政治

・仏教を信仰させる

2 仏教とは何を教えているのか

ち立はどんなヨ考え方をもっている

家の仏檀におばあさんはどんなことを考えて

し、るカミ?

-まだないか

・生きものを殺してはいけない ，肉を食べるな

四つ足を食べるな

生〈・7!-を食へ・ない

・明治の終りまで肉など食べるものでないと思

っていた

。こんな考えギドホった仏教をなぜ聖徳太子はすす

めたか ，みんなが平和をjをするように仏教をす

すめた

-仏教事ド信仰することによ って国内が治めムれ

る

法i象寺(一斉に〉

どろして聖徳太子だけ

が大含いか

110' 

色、

l 治

九ι:J
-これは何か

- 106一



自丹 26日 第 2 樹~

提示 {視覚による)

教科書 U ページ

国のできたころ 第 5*-.

教師の提示・指導

。この拘:J:聖徳太子はどんなこ kをやられずこ

か，太平が接政主して政治をいろいろを変

えよう止した国の中のようすはどうか，政

治のようすは?

豪族は自介陀t地や人民をすきにした ，大

変乱れていた

太子骨口、ろいろのこ主をやられた

十七条の窓法をつくる

仏教を信じて惑いこ kをし1目、ように、
国の中をよ〈治めようとすあ

ねらしψ:あった

児童の学習

今一つ残っていたのは一一 〉合 答なし

一~ト叫中国からいろいろの刻ヒ

を取り入れた

-中国から文化を取り入れた。どのように

して取り入れたか ~・僻生
むこうからみんなさたのか ・{可かえ二ニト→・いろいろの文化を勉強す

・学びに行<，瑠学生だけ行〈の，お寺さ る

をも行った。沼学僧 仏さまを信仰し

て，中国の進んだ仏教をもっと錨a{して

ぐるよラに

・みんなの本にたいか。晶1ベータを読む | 第梢書也 1ベージを読む

跨 Hi.eこか ~・中国

使いの人vz.何左いったか。遊間吏

すて士Lカ守王ったか

fl 0 1王手くらいに行った

・このように陪に使いをやったが，何回も

何回もやった。全部 1S - 1.盛田ぐらい

やった

・長い人は 20年も s0伝も kどまって勉

強した

・小野妹二子がもっていった手紙，国蓄を持

っていった。それにおもしろい中味があ

-1日7ー

-小野拐さ子

(これは参考書量こ省いてあo)



る。賄 k日;本を比べてどうか。

・貢物も持っていったかも知れた同

. r日出る処の天子 ，書を日没す る処の天
一つ「一 一ーで了ー

ヲ乙いたす，つつがな室町i
(解説)E!出る処=日の出る左ころ

↓ 
自の沈む

・この警を読んでどう思うか |おぐれた k

ころの天子がやる 滅亡する処のよ

うた感じがする

.日本が下のような感じか ，むこうか

・同じぐらいた気持ちをうける

・どうしてとんな書き方，元気のよい，煮

気のよいのをやったか

-貝

-上の感じがする

-). i，;っカミらがらたい

.........................................1...目白・ ・.....................・

。階に対していうつもりでなかった

朝鮮にあって ，そのころ任野「一日本の治

めていたまころ，その当時，こちらにあろ

国@亙El高句麗

これ色は高句麗に圧迫されていた

・新羅 ・百済はやっk階の助けをかりてい

すこ。その時に陪にやったkいうこれt.，

新羅・百済に対して自称駅どうか?ード.階の放的なければ

-新羅・百済と異うのだよというこ kを階

に示しTこ。

-任那は日本の政治のf坊がだめ ，日本の

力が朝鮮にそそぐと主ができたいでいた |

・臼本の力が朝鮮よ b追い出されていた。 i
こういう止さにあっTこから，日本はおま i
えたち土臭う，誇ったのだいわれてい |

る。 !

たらたい

/ 

。遺階{更をやって何を淑り入れたか

-進んだ技術

・まだ他に，政治のしぐみ，俗学生や留学

僧をやって政治のしぐみを学ばせた

no 
nu 



。今"!での kころで ，太子のやられたこ kを

学んだが，太子は4.7 ， 8才の時に死んだ

殺されるのでなぐ死んだ

でしま っむ太平は何を目的にしたか

-本当の目的は何か，今支でのことを考え

やられたか

民は仲良ぐ しなければ

たらたし、。

8日本も外国に負けず文

化の進んだ国

I~õ氏たち吐地を国のも
のにする

生

・氏たちのもっている土地を天皇のものに

したL、，固めものにしたい

大和事艇は天皇を中心fこした家族

土地色人民ももっていた，天皇を中心に

しt.:i重合休であっ士:。

習
片崎

で←の""-:弘L児

。昨日は折角

子皇兄大中

のえ誌を

画

整

し

蘇

が

刊
¥
九
一
¥
日

L

問

太

¥

敬

ょ

の

氏

錦町次国のできたころ第 S校時日月&7日

導指万て旋の師教提示 {視覚による)

中臣鎌足

天
Q
に
よ
っ
て
役
人
ぞ
任
命
す
る

土
地
戸

人
民

}
閣
の
も
の

問
を
国
か
ら
さ
ず
け
ら
れ
る

(
六
才
)

戸

紛

税
弘
明
お
さ
め
る

δ
一
大
宝
律
令
(
伝
律
)

律

・
:
刑
(
さ
い
ば
ん
)

(板書)

令

・
:
役
人

・
政
治
の
し
く
み

制

社

稲
利
耳
田
沼

単

取

数

育

労都

大
学

固
め
ナ

‘ 

寸…年

-その他，堆から帰つ門学生 ，倒ヒ人

の応援を得て蘇我氏をたおした。

・たおした径に初めて年号を定めた

- 109ー

(板書 )



穴
四
五
年

。改新をは

・大化の年にいろいろのこ kを改めた

。新し〈改めた

ー・・・..........，..・・ー・・・・ー・ ・.........ー‘- ーー・・・・0・・ ・・・.....，.....，......"・・・・・..........・.........，.，.........・・.....・............'.. ーーー， 

教科書晶 2~.岳 3 ページ

。では，どのようなことを改めたのか，教科

書 の4 2 ~晶 3 ページにあるから，自勿で

読んで脚ノートにしるしをして和てみI(教科腕読み調ペる〕

よ号

l 
やめて

。何をやられをしたか

+ 

(9名挙手}

全然わからぬ人ー一一一一 (挙司「ーなし)

〔発表〕

S男女 kもH才になる主

決った広さの回を国か

ら授けられた

合大宝律令をつぐった

.'O701年他の子どもも発笥

8多〈の土地や人民をも

-国止は天皇 となった

平土れた ものの一部を国

に車内めるこ正にした

8国の政治は天皇が中心

になってやった

・もつまほかにたいか 女の人はどうかー十→早天皇が地方の有力者を

役人にして政治がおこ

たわれる

-まだたいか

.回を国カか‘Fらコもらう '土e，何カか冶したけれiばま丈たE十→一.厳重に 諦〈る

いこkがあるo 郷戸であっけら， I 1 
一個と なった長から ，もらうこ左を L、ぅ | し、るかいなし、か

ので パ主っきり解らない正明1たいこ土 I ! 
l 中

がある。 1 芦籍動く

-戸籍荷〈みたいなものが必要だ

・をだ伽こ大化改新でやったこはついて」 ・駒大阪 f帯した

。白IJの政治主どんたkころが違うだろうか

。今までの年表や教科書をみて，考えたり調 I(調べるコ

一11 0一



ベて ノー トに書きなさい

{注意する)

・戸籍を調ベたのは ，回とも関係す るし，

税金とも関係する 一一一一↓ーもとは税金を納めたのか

今でなぐ ←寸一今と比較するのか

大化前主比ベて どん

な kころが違うか調

~よ

発表して もらう E発表3

e天皇によって役人を任命

する

sAiJは税をkらたかったと

. eらたかったければ閤るのでな し、か、I )思う

宅土地をもっている人から

・天皇を中心にした豪族たちは土地をもっ | 土地を借りた，賃貸をk

ていたものは人身にたがやさせた。今の1"'- る

奴隷のようなものを使った I "国に納めないで蔀侠たち

-数え年でいるか

に納める

・豪族が田畑をもっていた

が ，改新の結果は国民が

少しは多〈土地を色った

.同才は満であるか

. a fI 0坪 十一一一一一ートー ・国は大ぎかったか

-一つの家に戸主を中心にし百人〈 らいい

たので相当広い土地をもっていられた

-豪族たちの時とどちらがよいか

ほかに

。もう少し付け加えてお〈が.

♀働きざかりの男は土木工

事をする義務があった

8豪族たちに勝手にされた

-改新の方がよい

役人はどうか ，天皐によっで任命されたか↓→ ・されたい

大和を中心にした大和朝延では，あるもの

- 11 tー



は軍隊の帝司大伴氏がなる。物郎氏は政治

というように ，荻族たちが分れて政治を分

射してL、7こ。地方は役人を決めてやるわけ

にいか役かったのであるが，地方の豪族を

任じた

(岳 Bベージを読む)

ヲ何んのこ kか ?

♀ま止まった法律

き

説

"

。

の

か

一

、

国

る

一

て

い

一

っ

て

一

よ

れ

に

か

掌

舎
文

が

恥
九

Lι

し

こ
り

な

か

ん
つ

ど

し

で

最
初

律

科

法

llv教
まりやがj東がかかれた

k
 

I
J

の

む

律

読

1
1
4
法

'
A

A
O
 

♀国民が思L、こ主をした場

教科書

合に宮町することを決めた

法律か主いう刑一一 きまり

(治手15人)-令kは何か

♀神社のこ主

8百姓の仕事や役所の仕事

国民のl経平IJ主義務

8教育について

♀都に大空字，沌坊に国学-もっ主〈わしぐ

。大宝律令のなかみをこの次にみよう

第 a次国のできたころ第 S校時日月 2Q日

習
戸白鳥

寸 aの世児導指万て提oi 師教提示 (視覚による)

701年に

。大宝律令は

つぐられた

-律kいう

寧
背
中

教

育

問

l
都

大

学

地
方
国
学

宜
相
良
時
代

(七一

C
)
}克
明
天
皐

平
城
京

のは

。権利が与え

られたれ、

- 112一
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銅
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(板番)

うが，どんな惟手|炉与えられたか

H才になると吐野口段，女は?をも

らった匿lt.J.j[& i'" I 
・義務 Toそ こから主れた稲を税と

税 そのほか してがiめる

汚 l年に10日ぐらL、働き

ヘ し(勤きに出なければ布を緋めなければ | に出る

ならない

・その土地からとれる特産.物を納めなけれ

ばならない

そうする k税金kか，働きに出る，特産

物を給める

・何をしに働きに行ぐ k思う

。軍事の方は

兵隊 第二次大戦記Hこは律候検査があっ

た。このときも兵駒こ集めむ 2 0才 tこな

ると士〈らい集め ，都を守り ，速いものは

北九州にまでやられたれそれを防人c!:1.、っ

た。 B年ぐらいも勤めたので大変だった

。教育のコちはも↑lに大学があった。だれが入っ

ヤ合国の仕事

さ・JlIをつぐる

解らない

たか r"武士

役人になるような人が入った。役入をつ〈

る学校.一般の人は入らない

国学もはし、れなし、。これも地方の家族，役

人 ，学者 Lかはしれない。寸支の人は入ら

ない

。役所のし〈みは八省首ぎといってた〈さん

あった

。文章に呑かれた。これは何を手がかりにし

てつ〈られ点二九何によーってつぐられたかト-o{j局生

:仏教はどこからか- l ，イン ド

一一一十「中国

・何をまねしたか i→中国

・全ぐまねをしたのではなぐ，日本の国の

風俗習慣によって違うこ kもある
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。役人たちは誰がなったか -家族の親嶺

-頭のよい人がなったk思う人 !‘ {主主手5， 6人}

・役人は大部分議族だけがなった ! ・家族だけかね?

大部分は家族だけ丸高い位の者は，帰

化人も役人について仕えた

・この人たちは段々栄えていった。これを

貴族主いった

。豪族たちは土地や人民をみな固に出すのは

目とんだか ドぃ時
九、やだから ，しかたなしに出したが，その|

かわりにどうしたか i、古何か位を綬けられる

位だけむよL、か ~()高い位だし，お金ももら
・位について〈る町をもらえる | える

その他よいこ kがあった ，義務をやらな

ぐてよかった .よい権奪1Iを授けられた

-どんな都であ司たか

読みなさい i正説む3

元
明
天
皇

平
減
京

七

-o

骨
骨板

。このようにして，政治が整っTこ。こうして

7 lO年 奈良に都カ移された

-何れ、う都か

教科主撃の 4 4 ""岳 5ページのはじめまで教科格:“""4>5ベージ

糊名D
il
l
q
 

の目のよう に造られた。

-中国 当時唐の都長安にみならって碁盤 Io平城京は中国の都になら

( l7名)

ほかに-......._ I って造られた

円♀大きな寺，規模の大きな

住居，壁は自(，柱は赤

〈塗らしたのでたいぞう

きれいになった

o Y 0余年• f碑〈らし者I~にしていたか

{板害) に 昇" I。こ の時代を奈良時代といった

~ t "'" I この都の美しさを吹った短歌を聞いたこと

J 宮 下¥はないヵ、
さとさの I " 
かくく都 I 1'(この歌の意味を解説)
り花は 1 1 
す の I 4f.こい哨りっぱな都であった
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スライド映写

「貴族の文化」

。大弘開眼

。平妓京の泉敢図

。正倉院

。ノ、日のわん，水さし

。東大寺大μ融

. 、

{板番7

。そのころの進んだ文化でー今残っているもの

は何か

スライドを映写してみせるよ

『 大仏の員irで聖武天皇，光明皇后が参拝して

いる

。これを見ての感じ，感想はどうか

。仏教の隊旗にあるのが多いことに気づかな

'/1、っT乙:'/1、

。こ のほかの交化

土のぞ

・と

，

こ

の
の

る

も

紀

5

b
な

害

歴

て

う

本

Y

つ

よ

日

カ

¥

い

の

か

何

¥

は

本

集

何

は

¥

が

の

斑
/
は
ー
ド
峨
騨

/

/

紀

長

主

記

記

記

ノ

番

/

'

判

事

土

事

本

J
歌

こ

古

風

古

日

短

- 11 5ー

(ド羽
道具て・もよL、か

古びわ

8大仏

会害物，万葉集 ，古事記

リ正倉院

お寺

♀学問や芸術

8こと

院風

【スライドを見る〕

C発表〕

会大仏が大きい

合お寺はみんな赤〈ぬられ

ている

♀ぞのころの芸術はなかな

かりっぱだ

三月堂はきれいだ

念美術品がよい

今(院略)

{解らぬ)

-国のできはじめの歴史



地の土雌柄を示 したもの

。和銅聞外(板書)

。今までは都はしょ っちゅう ぐるぐる kかわ

っていた。それが，今度は T代の間奈良に

都を置 L、た

~ 7 * 国のできたころ第 s被時向月 30 Ei 

習'"ゐー←の章児道指刀て提σ3 師教提示(視覚による )

この員Ijは奈良に都を定めてりっぱな都ができ

た ξいうこ 左をやりました

「この時代の政治のようすと申国一唐 kの行

き来はどうであったかにつして勉強するこ

止にするJ一一一一体噛の提示)

事・古事記

どんな珂ヒあったか

-どんなものか

-万葉集

-日本書紀

~.風土記

吉日本のできどとを記録し-万葉集

てお〈もの。お金もできた。何左いうか

-和銅開旅

ぅ♀「青丹よし・….:Jの飲をり
っ
ぱ
な
都

(板舎)

読む-どんなこ左をいったのか

-青い屋根.赤い柱 ，白い

壁をうたった

-町が栄えているようす

-日本の歴史を知りたい。古事記 ，8:<宇都日がどうしてこのkきにな

ってつぐられたか

Lとの頃になって，こんなに栄えた日本の

国はどんなになってきたのだろうか。 国

左いうこ止をしっかり考えるようになっ

てきたのであろう

- 116一
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L板番)
和
銅
闘
琢

{板番)実

寺

教科書也 5ページ

{板害)国
分
寺

。和銅開主主が使われたのは どんな程度と思う

カb 日本の全部にゆきわたったと思うか

っTこ。どんなものがあるカb

合兵庫県

合近畿・中園地方

8同じ

8お寺

念東大寺

ーーー・・ ・ー・ ・ー ・・・・・ 6・・・・・・・...白・ ・・ ・. ・・・・・・・..・・・・・・・・・・ '・・・・・ ・・・・・...・・・ー・ー・ー・ ••• •• ー・ー

〔教科書P45 はなやかな文化を読め〕

どうか

まだほかに

(教師無視する )

'f，こ〈さんたてられた

(震活の既習件熔を悲起させる)一

興福寺 ・薬官時

。葉大寺はだれが先頭になって建てたか

大仏建立

-どの くらい使ったと思う

?三弓もだけの延人数割吏った

。国分寺はし、〈つぐらい造られたか

。どうして ，天皇か政治の中心になる人カ洗 1) 

C続む〕

♀ (すぐいえTよい} 見訪の人

にも仏教を広めた

重畳分寺

・新潟県にもあったか

~あった柏崎

・圏分尼寺は?

-聖武天皇

先生 ，金銅k凶可か?

'iE固から働ける人を集め

て造らせた

l・2000.人ぐらい

頭に立って，仏を参るようにし ，仏教を政日{考える時間
1>-(祉っと見当のつくようf点もす

治の中にkりスれたと思うヵ、想像でよい 11 る)-~語

思いつきでよい

.'![i[徳太子の ようにか

ぅ♀聖武天皇が仏教を深〈信

じてu、たヵ、ら

せき l司じ

8家族たちが戦争していた

ので ，戦争をしないよ う

Vこして

合天皇がイ言じていたから

・どうして天皇はこんなに仏教や仏像を深ト →S人々に恩いやりの心を深

〈信仰したのだろう。自分のためなのか 1_<すると左

自分の信仰のためか ー々さ うしてか+一一今主時日を愛する気持を起し
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-この時もそうか

。天皇が若L侍 ，信仰の深い家庭で育ったせ

いも ある

天皇のあkを誰が継ぐかで「内備もめ」し

てL、る。この争いをなぐしたいe.I.、う気持

がある

もう 一つは，天皇は回 をうJ1rfてもらったが

田を荒したり逃げる人がでてきた。世の中

が不安になる。病気が非常にひろまって，

fこ〈さん死ぬ。朝延の高官もたおれるe¥，、

うこkができた

天皇はこの世の中『喰態を自分の不徳主考

え，仏に救いを求めるというこ主であった

て平和の散の中にするこ

じ聖徳太子のように

会同じだ

-・・・・・・・・・・ー・・.....................，，，・ ・・・・ ・・・・・・・・・・ーー・・・・・・田・・・・・ ・・ー・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・4・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・B目・・・ ・・・0・......・-・田・

。仏教を擁んにするためにた〈さんお金付f

働力を使った。結果，どんなこ主になるで

しょうか

-仏に仕えるものは説肋ミ

仏教を敬治の中にどんどん取り入れると

いうことになるが，国の財政はどうか

.一般の人，民衆はどうか

、・儲呂

ヰ財政は苦し 〈なる

念奈良のできた人は発段の

ためによいが，他の人は

懇〈思った

・した kい う の は ? 寸 一 叶 和こない珍しいものが

造られた

一鍛の人はお金内ったの? O信ずる人が多 〈なった

.大仏などができな〈ても信仰する。教え

だけでも。こういうものを造る k仕事が

多ぐなる。 一般の人はお金がな〈て困る

。坊さんは政治に関係ないか

どうしてカ、

生

あるト守的こ)

-聖武天皇は作教の信者だ

から

坊さんのいうこ kをよ〈聞ぐと し、うのかー十→ ・{j酪なυ
・仏教を広めようと しているこkだし ，僧

侶も政治の中に入りはじめた い ・臓 3・平清盛
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天皇になろうとした人開…寸→・惜

孝謙天皇の時に ，通鋭という人を知らな

(板零)

道
腕

(知らない)h寸p

・ぉ寺さんで、ありながら総理大臣のよ うな

僧侶の総大将!だけで満足せず，天皇の

政治の総大将|位にっこうとした

-だから僧侶が政治を思うようにしよう 主

しはじめる

-伝教に仕える人が政治に〈ちばしをスれ

引曽がわがままになるるとどうなるカ‘

-仏教ばか りを中心にした政治になる

第 B次国のできたころ第 3校時7月l日

習学σ3 
司~

lil 児道指刀て提σ3 師苦主提示(視覚による)

うは奈良時代を終るが，主在して唐kのき主

-脅さ学生 ・少年使節

(問砲の器淀)

ジを読む〕

。中国との関係は

E教科書晶7ベー

どんな人が行っ

どうか

関係 ，設民σ注活についてやる

Tこ

そ

大寺gつ項
仏院敏ばの

な鐙
都民

」 i)2
袋活
民は

/ I ¥ う
費猿労か

用働

(紋害)

義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら

①
税
〈
担
問
U

⑨
労
働
①
特
産
物

{
決
民
が
運
ぶ

ぽ
食
魁

@
労
働
ハ
ぞ
う
主
う
)
{ハ
O
日

国
司

郡
司

奴
卑

-紛が流される

ね

旬。
い

て

増

h

h

ん
芦

北

賎

け

か

あ

た

+

い

た

で

い

一

な

っー
ー
ん

て

た

ら

あ

J
b
れ

レ

帰

が
l
う

|

〈

統

に

心

ゆ

お

り

が

本

音

じ

が

た

月

日

な
れ
ふ
l
術

l
し
l
年

ん
↓
が
け
川
海
い
陣
』
い
て

ど

船

航

雌

「

片

ー

は -阿部件磨

{岳人診手)。こんな苦心を重ねてイ咽も行った。なぜこ

- 119ー

中国に帰ってしまった



んな苦心をして，ゃぐや〈行ったど宮、うか I o唐の進んだ文化をとり入

世界地図 ι一一一一=:-t ・厨土進んでし、たか 一一一+ー ・進んでいた (地図そ見る)

(板脅したものを指し‘・7

す唐はここ(也図を指しつつ) 印度 ・アラ

ビア・イラグ・東南アジアの中心にあっ

た

。本当に文化をkり入れよう kしたのはだれ

か。働レた人か

ー貴族たちが対設の変化をとり入れたいk

思った

。中国への道筋は朝鮮や，風向にのってし、つ

た {地図を示しつつ)

。その頃の農民の生活はどうで‘あったか

農民がやらなければならなかったこ kを思

い出しなさい

-どんなものができたか

のはだれか

どういう ξころから

動

は
一
労

の
一
の

い
一
一
民

多
一
段

ん
一
ら

ば

一
か

か

も

一
日

た

う

レ
一
の

ら

て

一
た

も

つ
一
つ

を

い

一

使

金

ら
一
も
お

か

一
人

は

数

一

万

民

人
一

o
幾

今だったらどうか

もらわなかったら，だれもし治、ない

この頃はぐれない

・食糧から自分たちの働ぐのむ必要なもの

- 120ー

-学者

・でない

4 ・偉い人

.坊主

・豪族

てしを

い

事

強

仕

は
も

体
ヮ

サ

皇

族

民

民

'

か

民

天

家

法

且

肢

は

る

農

r
i
ll
uマ

(大判 もらわない

(2 .8人} もらう

-もらう



は自分たちでださなければならない ←十一・ 断られないものか

・費用はだれがだ したか 一一----1-ぅ・天皇

わ豪族

、当・農民

-農民の働きによってでき る

。まだほかに農民に義務づけられたものがあ (2人啓子守

る。どんなことをしなければならないこ eV げ人若年)

(紋筈)

になっていたかo ~iJのこ主を居、ぃ出して、

日

航

l

てし
。
る

止
め

り

納

代

い

を

'

な

布

か

ら

工

、

E

'
v
'切
手

J

合

ら

ぷ

場

〈

恥

し

寸

け

な

5

な

き

尺

た

め

か

で

E

め

が

ぶ

↓

駒

内

倒

産

れ

租

労

|

|
|
↓
特

だ

京までもってい〈

.tこだ働きに行ラても食物は

|地持って行った

↓働きざかりは

l年に 10日 昨日才以よは 513 

・まだらる占兵隊以外に，こんなに叫{働勤かせ

た 色以似必妙刷dシ外P斗ι 4

← 一弘註的f惜主.白前司 郡嗣司の吋た町肌乙も働かなけれ

ばなdない。年目日以内働かせてもよ

川/
・何をさせプこか ・

土な・僑・道をつける

/ 自分の行なしで

/ 手下にぞらせる

汁主岳 0日まで延ばしてよいきまり

併せて l年の約まにな弘雪の降るのを

考えれば半年になる

・良民は米を作るのが本来なのに，それが

-121ー

♀正れた米の一部を税 kし

て総めた

. eれない時はどうするの

-働きざかりの人は朝延の

tl室長に出た

、・土地は国のもの左なった

-兵 士

-良民

奈良ま廿守って行ったのか

-自分たちで持って行った

持って行かなければなら

ないだろうか

~ 2 0 才~ 2 5才
(¥，、ろいろいう)

2 0才~円口才

~5 0:才

だれでもか?

-山を〈ずして掘にしたり

山に木をうえる

国司みたいなものは何も

しないのか

-遊ぶひまもないね



日
分
間

高
位

・
高
官l

私
有
地

.ム
寺

品者板

じゅうぶんやれない→

・その他兵役がある

・位の高い 人や豪族は労働しなぐてもよい

かたわいいo 好 もしなくてもよい 4| ・鰍 Lているもの

もっぱら国司ゃ翻案に使われる奴赦のよ !

うな側もまぬかれむこれは売買し~.犬吋のようだ

もよい ←ートー奴縛主いうのh却Iか

+一一←一・どんなにしてなるか

。このようなようすをみんなどう思うか てァ十+・段民は自由がない

、~"'"・ 淡町かわいそうだ

~迫・遊ばれない

-平寺町eない

・位のつよい人は働かなどて

もよい

。このような状態をもっ止怒〈したのは， 設L一一聞をぐれられない

業人口湖加すれ「官京布石

争には私有地が与えられた

・高い位や高い役人には土地をぞった0

.寺院にも忽有地をもっこ主が許された

これには税金がかからない

・小さな口付罰をもぐ設民は収取される

どうすればなれる

。この頃の支配する人ー→良民の身体までも

諸 Eした。これを作れ，来いれ、えばし、う

こkを際Fわなければならなし、。罪人のよう

にしばられてしも

役人の下っ端にはなれる

。閉が不足してきたので ，土員皆開墾させな

ければならない

・それで ，新し〈荒員投開墾した者は三代

国でkりあげない

- 122一

どうすれば高い位の人にな

れるか ?

・人のできないことをする

、も ・ガガー リン少佐のように

したり，発明したり， 偉

い人を助ける

・代々なっている



教科書の絵

-池があったり ，水をひ (111の近〈に院盤

した副主寸tだけ私有を認めた

・これをできるのは，農民にできるか 一一十→ ・できない

どうしてか 一一一一←戸仕事がた〈さんあって

まだほカに 一一一←→(無答}

た〈さん労力仏、る3 その人に米を食ベ i

させるの峨民間きない i 
だれがやるか。けっきょ〈豪族たち ，賞 i

族たもしかできない ! 

・三代続ぐのだから自分のものになる i 
.これでもふじゅうぶんだというので傍盤 ι

した土地は永代私有を認めた。農民はで

きない

。農民は牛割愛っているが，牛を俊われるの 〈見る〕

は笥湿の差益民はできなし、牛を使うのは豪

族

・賞族の私有且ln:働〈姿であろう

。耕やせば孫・ひと・ゃしゃどまで続〈

(板番)

。農民はどうしたe.!思うか

みんなであったらどうする

なぜできなかったカ
一一一一一一一一 一ー----

¥みんなでやる組織がな¥" ，し〈みがなE子t ・力がない武穏がない

百姓はらきらめF京持 門司8貴族を攻める

-どうしたk思うか iニ←・土地を離れて逃げていぐ

-(l岳.5人巻手)

農
民
は

逃
げ
る

ぬ
ひ
に
下
が
る

私
有
地
の
労
働
者
に
な
る

山の中へ

?・戸籍をかえる

↓うそをいう

のせておぐけどあちこち

加 イ叩
~..貴族等尋みたし、なのをや

・戸籍にのっている人だけが義務をもっ | つつける

できない十斗ー・豪族にたち向う

・逃げるか，奴燐になる，奴隷みたいにな

っていた方がかえってよい

l軒の家の働き手になっていると，労働

に出なければならない。豪族ぞ貴族の土

地に働〈のは税や雑悠に出なぐてもよい
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{桜替) 九
O
人

男r1
七
五
人

五
人

土問けれ凶勺
・みんなそういうものにな!

る

骨→-・そういうようにするね

・私有地の労働者になってしまう ←十一・女だkよい 女になる

・戸籍をどまかして女になる。 90人の戸

籍のうち 7 5人が女だったkいう記録が

残ってし、る

。いろい石このような生活が奈良 の中頃か F撚

りの頃に多〈なった
. 
‘ 

u有地が広がっていぐ

記 録2 中学校2年 学習指導

新潟県商務原郡西川町立曽郷中掌紋 第 Z空宇年 Z組(:男 E晶 ， 女 27 ) 

S紐(:男 24. . 女 28)

指道 I 教諭

。 月 日 昭和36年 5月81 日 ~6 月 S 白

。詑録ならびに録音 羽鳥

単元

。 教科書

大化の改新

中等震史{三討版) 自家書館

E第 2学年2組3

5月 B1日 第岳絞時 大化σ敢新 第 131¥

提示(視覚による ) 教師の提示 ・ 指導 生徒の学習

敵ぐ?っ

。5世紀の日本はどんな世の中治、特色のあ十+ ♀民族の大移動

るものは | ♀(無答)

古墳の世の中 (ニ 8大きなもの

・だれが造った ~♀豪族

・当時の 日和社会には豪族カ旬、た
4 
とは何か

主〉」配支「
l
t
i
l
l
s
-

合土地主人民を胡Eしてい

た

治めていた
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治めている止いうこ主は

人民のことは何というか

~ (無答)

農奴

♀奴嫁

冶♀姓

会部民

(無答)

♀土地を耕している

都民ベミン

なぜ，どうして支配している

どうして遊んでし、られるか

き働かなLでただ遊んでい---:6。支配している

主家来たちが働いている

き人民が働いたものを得て

いる。米，野菜など

・人民は死ぬ

しっかりもらさず kるためには，豪族たち

はどうする治、人民カ納めな〈なればどう

するか ぢ解らない

古自分で働きだす

き罰を加える

。人民と土地とをしっかり抑える。そのため

にはナJがL、る
何か

ヵるあ4
U
 

何のたで

る

ら

あ

る

か

が

せ

境

ど

ら

古

な

が

輪

盾

な

月

仰

や

7
7

お

↓

武

矢

-か.$c!:，tilJ 

-偉さがある。ぞれをあらわすものkして

何がある

古墳はどうして造ったか ♀解らない(州こ3川

♀死んでも魂t泣 きている

き考えた

♀高い kころに死んでいて

も土地主人民を支配した

-横綱はどういう意味があるか考えてみよ (反応あまりなし}

- 125ー



(板零)
-ーーーー一ーー
氏姓制度
'ぜーーー一一ー
国造県三E

地方

家
族

人土
民地

{掛地図)アジア

(板番)

任那

教科書p51.....p52

国のみだれ

。豪族より偉いもの

.天皇と豪族の関系は?

天皇はどういうもσ功、

-哀感引受配するというこ}:}:同じか

どこが違うか 大伴氏は寧$のように

。天皇は家族を通して，土地・人民を麦酒Eし

てb、る。教科撃の表現だk聞悌付に支配す

る正いっている

。天皇

平家族を従えている

. (無答)

-ついている

♀天皇が窺tX;を支配して U

る

A ♀違う

。天皇は土地・人民をもっていないか一一一寸，。もっている

。このような家族はまた習慣乙何kいうかーード。氏

-天皇が豪族に位を与える。それを伺とい

ったか ~ ・ 姓
姓には，臣 ・速などがある。その儲息み

。ヱ

地方豪胸こもあてはまる姓をもらう

.長肪豪族の船主晶oO~5 0 0 

。大和朝延の支配の及んだのは日本国勾だけ

也、

-それを何t:~、うか

に出張所を置いた

。このこ kは天皇の力がどうであったかを示

すものか

。古墳文化のもっ kも栄えたのは何世紀か

!.cか

・8世紀になるξこσ状 態 は 変 つ む こ れ

を教科書を荷〈てノー トにおき出せ

l〆

S朝鮮

: ) 朝鮮全体協す

‘S任那を指す

-強かった

・ も.c
5 . c 

IIC教科容を調ペノー トに

I~ むき出す〕

11 日1)掲
l、

....・ ・・ 0 ・j・...1.............・・・・ ・・ s・l・・・・・・ ・e・0・".・..・・・・ 1守......."・・・・・・・・・"''''白'・・・・・壱・・・・・・・・.............ー・・・・ー・・・1
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。教科書 51"'5 2ベージ

原文 s 大化の改新

。気付いたこ kを挙げよ

-まだないか

-なぜそうなったか

グ国のみだれd の要約

国のみだれ

した

S天皇の力が弱まった

♀民族制度がぐずれた

‘♀蘇我氏が力をもった

‘合任那をタミった

I わが国主 ，朝延を中心にして，氏族制度のもkで国の統ーをたもってきたが，氏族制度にもだん

だんよぐないこ kがおこってきた。蘇我・物部・大伴などの大きい氏族は ，大臣や大漣kなって，

国の政治をかつてに1l!iJかしたばか勺でなぐ ，広い土施設もち ，た〈さんの人民を手下につかったた

め，いっぱんの人民は土地を失い，生活は苦しくなった。また，大き川氏族はたがし、に勢力を争っ

て，固め政治をみだしTこ。 そのため朝鮮半島の経営について国の意見がま kまらむ、で，日世紀の

中ごろには任那を失ってしまった。 やがて蘇我氏は胸部氏をたおして，ひkり勢力をふる¥"，その

力は皇室をもしのぐようにな り，国の統ーはたい〈んあやうくなっt.:.。 このころ ，大陸では，長い

間開ヒに分かれていた中国が陪によって統}され，その力』靖勝手にものびようとしてしきりに高句

鹿を攻めた。

、、、

① S.T (級内の成績 下)
、

国のみだれ

。朝鮮半島でしらぎの勢いが強〈なっTこ。

② H.N 下

大化の改新

氏族制度にもだんだんよくなL、こ kがおとってきた。

2. たぐさんの人民を手下に勃為ったり ，いっぱんの人民は土長蛇失い生活がぐるし〈なった。

(3) S.T 下

。朝延を中心主して氏悠制度のもとで国の統ーをたもってきたが，氏族制度もだんだんよ〈ないと

とがわかってき7こ。

- 1 27ー



。蘇我・物部

④双.K ( 下

。大きな氏族はたがし、に勢力を争って国の政治をみだした

。円世紀の中どろに任那を失ってしまった

信) K.Y ( 中 )

日本のなやみ，みだれ，カわった点 l 
① 民族伽i!lにもだんどんよくな~，o!i;由討こってきTこ。

②大齢、氏扮据わ政f台針。てに動かし ，広h土雄吃持ち.f，.ょくさんの人民を字下tこ吋、っすこ。そのt;;め，いつtt'んの人民は

土地を偽活断・が苦しくなってきお

@大きい氏族同こ仇寸こ坊3を争ヲて箇の政治をみだし匂

@ そのため .籾悌三経営していたのも怠見がまとまらないので6也記の中ご引こ任郊をとられてしまった

@ H. T {中)

。蘇我 ・物部 ・大伴など大きL、氏族は大臣や大連kなって国の政治をかつてf噂 jかしずら

。日世紀的中どろ みまなを失った。

。大きい氏族はたがいに動1を争って国σ歌治をみだした。

⑦ J， Y 中

{蘇我・物部 ・大伴など)

大きい氏族が国の政治党かっ.てに動かしたために任那を失っTこ。

氏族が勢力を争い国の政治をみだした。

・そのために任那を失った。

・蘇我氏カ吠皇の勢力をお kろえさせ，ひkりで勢力をふるった。

@ M.K ( 上 )

-固めみだれ

・蘇我 ・物部・大伴などの大きし、氏族は大臣や対車 kなって国の政治を動かした。

・たぐさんの土地をもち ，手下を多ぐっかえて，いっぱんの人民たちは土地を失った。

CID K.H (上)

「どう変ったカリ

協我・物部 '大伴などの氏族がよ〈ないと左をはじめたD

人民一一土地を失った。

意鼠がまとまらず，朝鮮の任署名を失う。

国1l統ーがあやし〈なっTこ。
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6 fll臼 ~ l 校時 大化の改新 第 z次

提示 {筏覚による ) 教師の提示・指事 児童の学習

、
京
族

)
天
阜
八
一

2

骨
官

b
p

京
族

板

。白ii時に何をやったか

・何世紀どろか

• 11 C.)::は何年か

色国がみだれはじめた

・4. C. いや 6 C 

500年代

(向。。有平:とい5芦もある)

。国のみだれ，政治はどのようにみだれたか→争。天皇のいいつけを聞かな

・まだほかにどんなことがあったか_____ I い
Lニプウ 任那を失った

. ， 

( ~衣替)

包郵を失った一一一+争 ・なぜおきたか

5112 ー→+にとられね山左られたか ~ 繰

。家族の中で力のある薮族はどこに住んでしすζ

台、 ♀大宗日

磐井

- 組r}jの豪1~で有力なものに怨弁と いう捺族

がし、ナこが反乱をおこしすこ。その理由は新羅

が任那に浸入したのに対して出兵しなけれ

ばならなし、ぞれに対して終弁の京族が反

乱した。 Z帽6'これかおさえるのに副総し

7こ

・吉備の豪族に女の子カ旬、た。 2人の女の子

に剤治と大和k名乗らせ，角力をとらせた

が，小さい大和が勝っすよ。その女び子の首

をはねfこ。また鶏にも問じことをした。こ

のこ主から，音備の家族が対欄延をに〈

(板番 )

んでし・仁ことがわかる

ψ 

。大和朝延内の家族の対立 には一寸。掠紙 ・物紙 ・雄氏

T大伴氏は任那の 4県を百済に〈れてやった

ので失脚した

・1!長我氏 ・物郎氏σ状す立は仏教をスれるスれ

ないで対立しすこb 献我氏は入れる ，物郎氏

は附 して対立 ↓ 
物部氏取れる+一一聖徳太子がスヮて協力

・天皇のし、い叫すを聞かなかった伊i。崇般天

- 129一



教科書P 5 2~p 53 

(板番)

皇を馬子が殺した。それほ天皇が独言を

いったのを馬子が聞いて殺 Ltこ。

-なぜこう いうこ左 がおこったか ?

・任那が主られたのは ，日え効2軍事ぐなり，

新羅が強〈なった | 

なぜか 4 R-任那の経営について国の
'ø-~'_ ~ I 

意見がま kまらない

~~~ま族が争いをおとした

二勢力のある人

♀. ~ .♀・♀ 解らないどう L、う 人が政治をP るか

-政治をやる人は臣 ・述がやる。 うまぐや

るこ止ができるか ト ・できない

・氏姓制度 豪族たちは何をもっていたカ斗ーν 土地人民

したがって ，なかば独立したものだ。そ

れで自分の勢力を増すのは他の豪族の土

処l人民を取るこ主になる。ここに欠点、が

でててる。

・この京族の対立で} 呑になったのがw.r-我
氏である。これと聖徳太子がし、っしょに

なって天皇の政治をたすけた。

この主きの天皇は女帝でらる

。聖徳太子はどんなこほされたのかo 教科 11c教科容を読み，ノ ートに

容を読んで害き出しなさい。 リ書き出す〕

。発表しなさい

と十羽可ヵ、

もっkも基本の法律があるが ，この滋法は

守らなければならない心得のようなもので

あり今主違う。 17条あるから 17条態法

主い う。

〔発表〕

S1 7条窃話法をつ〈る

国のきまり

つぎ

るわ伝

た

)

ん

が

め

)

い

せ

化

広

手

な

ま

文

を

潜

め

り

国

教

l

一2
続

出

中

仏

{

{

o-ー
ホ

0

0
す

予

凧

O

kまカ吋こ

- 13日一



1.十七条態法 ♀中国に使いをやる

2.冠位十コ渚 -当時の中国は 』惰

丘中国文化 -遺陪使
_./' 

仏教~ ...，. ー.............ー・・..・e・・・・・・・・・・曹.....‘ーー・・・ー・............・ ー.......・.......・・・・....................ー

4遺F育使 。十七条窓法の内容をみよう

{プリント)十七系議法 {聞きながら読む)

の口語訳に
(読む)

したもの

-何をねらったのか

。冠位十三階の制度は何かというと，豪族は

位を姓であらわしたが，これは氏にとらわ

れず ，功績のあるものに一代限り与えた。

芭であらわす

。仏教を熱心に kり入れたのはなぜか

。なぜはるばる左使いをやったか
問題提示に終る)

対等の菩をやった

8月B 日 第 3校時 大化の改新 第 S:9<_

提示(視覚による) 内容の提示 ・ 指導 生徒の学習

(板吾)

冠位十二階

憲法十主謀

千円幣

(想.起}

ぢ冠位十コ渚

♀態滋十七条

合仏教をす』めた

♀澄隅a
o (辰初朝鮮を示し，古Eま

されて中国を大半示す)肪示

る
を

な

路

に

せ

通

路

た

一
京
交

方

し

で

の

世

間

{

疋

掴

使

ん

制

地
-
指

定

ぜ

を

一

通

ん

な

陪

一

(

だ

のもたれま品

度

一

生

。

制
一-に

f
L

姓
一
士
氏
つ

民
一
一
の
代

は
一て

そ

代

前

一

は

は

ホ

o
d『

- 131一



冠位十コ絡は頭のよい入

-→主にやるれ、っても氏人であって，誰| にぞる

にもやる~"、うわけでない I_.，.♀天皇中心にみんな仲良〈

・憲法十七条は何をねらったか--- | する

因究編さん 天皇時からあっfここと

(身綴り )合等

(板笹)

。なぜ仏教をす』めたか

どこに対してもするか

Lだれにす弘めたか

を示すため

お号事

~ー一一-下tC-農民
特に豪族にす包めた

・当時のお寺は一般の農民は行ってお参り

するわけて古い

.当時の寺は太子や有力な京族が自分の氏

'l):.寺として建てた

・主と して京蹄ζ対して十 hめた。かぜ荻

族にす』めたか

-それでは当時の議族は何を信じたか

天皇の信仰したのはー+伊勢神宮-天

照大神ー→天皇の氏神

各豪族はおのおのの氏神をもっていたの

に ，仏教は一つの仏であるから，京族に

寸 Lめれば ，どの荻族も一つの仏を信じ

てまとまるようtこなる

たとえば 目アメリカの現在の宗紋は

。遺精使はなぜゃったか

-陪の前は

- 132ー

ぜて仲よぐさせようとし

て

苫神を信ずる

♀仏教は平等を教えたもの

だから

古キリ スト教

ァ{挙手岳人)

平文化をkり入れるため

(答な し)



南北朝にわ認しれ、たのを防が統ーした{板書)

時

-同じだ

{読んて僻説)

;。朝鮮の状勢は

L~ 日本は勢力を失っ ている k きである

-これから国主国主のつきあいは

対等である

♀解りませんその時に惰叫安いを出すのはなぜか

♀階からの力をかりようと

する

-新羅や高句廃は日本が陪主対等である主

いうことで察官刊される

、氏姓制度

。以ょの太子σ敬新で閏のみだれはおさまっ

みだれの飼~は?Tニカミ?

。
聖
徳
太
子
の
図
書

「
日
出
づ
る
と
こ
ろ
の
天
子
轡
を
日
没
す
る
と
こ
ろ
の
天
子

に
い
た
す
つ
つ
が
な
き
ぞ
」
ハ
法
波
文
郎

守的
将
倭
歯
医
」

よ
り
〉

「
東
天
皇
敬
み
て
西
皇
帝
に
日
す
」
〈
岩
波
文
勝
「
白
本
智
紀
」
よ
り
)

{プリ y ト)

-土地人民をもっていた-議族は自分の何をもって し吠こか?

。太子l工務ぐして死んでいる。改新は中途で

終る

-扇子もfEぬ

。太子のねら b坤工成功したと思うか 一一一一ー1......(捗手 2人)

{必手大部分の者}成功しなかったk思う人民

8蘇我氏は自分たちの勢力-どうして成功しなかったか

をイ栴まして ，自分のもの

にする

平太子が滋族に仏教をす』

め天皇中心主してかたま

S太子におさえられていた

って出て〈る

蘇我均;，奈子 f況によ

っTこ

早~んだので成功しなかっ

Tこ

- 13 3ー



〔第2学年3組〕

5月s 1日 第 R校時

提示 (視覚による)

可¥主S蘇我氏が太子の死によっ

てまもらなかった

・太子は氏姓制度にもふれたか ト ・ふれなし、

三思う人 ド(大半挙手)

.太子はしぐみでなぐ て ，人聞の何をしたオ→・精神

のヵ、 1・"'-.心

・心に関係したことに力をスれていたのに|

人聞の慾のでるものに手をふれなかった

太子の死によってき附したのは----L~ ・蘇紙
。7世紀の中どん問主総我氏は等級・になり ，

国に 2人の天皇があらわれたようになった

聖徳太子のととについて感想をかし、てまと

めなさい ( :宿題)

大化の改新 館 l次

内容 の提示 . 指道 生 徒 σ】 点守品~・

。当若年の日加工 .いったいどんな園であった (独語)氏姓制度

望星

治…ぃ当
(板脊 ) ものがつぐられた ♀古墳

~が造られてけこの内向 各 C，R C 古墳

-だれが造り ，だれをまつったか
、 ¥

映画でみたのは月輪古墳 ，そのほか教科

舎にあるのは
¥¥  

|、 .仁鯨皐、、、

8各地で勢力のある人

京族 {他tこ♀念ひとりず'~.>)
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どこで ?

・土地

・働かせて何を したか

わ
-

J

分

る

子

山
J

W

匂

梨

一

ぁ

o
一
。

畑

が

る

一
る

る

・

カ

い

一
す

せ

ぼ

h
w
M
一

刊

伽

一
肌

ホ
白

・

( ;板番 )

部民 {部幽)

l回荘

¥ "':土地

、人民

入るみ
Cでのと

』

r
」る一ナ一乙

一
工

l
j
 

ぅ
一
主

よ一
l
1ゆ

を「
J

一
思
一

を一人
• 

-ために土地や人民をどうナるか

♀税金みたいなのを主 る

8・♀ 解りません

会税を とる

はどうするか Sおだてる

♀力づ〈でやる

-おさえつけるために慣職を見せる必要が

ある，古壊がそうである

。誌族たちは l人だけでなぐ ，た〈さんいた

その豪族たち欄係はどうか r♀陥建に仕える

.どんなふうに仕えるか

中臣氏一一祭祝

大伴氏一一箪事・戦争専門

-もっている

. 1;ιu、

$邦→ 日本府市

以上は国内のようすでゐるが

対日朝延の姐己はどこまて勺台、

出張所
一ーーーーーーーーー

・これが6世紀にはいる左変って

どう変ったろうかこれから掛ぺる

り

ん

あ

せ

吉

岡

'

宇

品

p

、J

h
リ
J

い

解
と
ー
ー
ト
l
j
姓

姓

念

♀

8

8

鮮

済

朝

百

姓

臣

国造。

氏姓制度

。教科書の5 1ベ ージから 5 2ページまでを I(教科書 を読みノートに書き
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~ 

{板番)

任那一一失う

8月 8日 第 1校時

提示{視覚による )

{板書)

聖徳、太子

t十七条憲法

和

奪敬

読んで ，どう変ったかノ ート にまとめよ 出ナ〕

‘ l07t 
， 

， (発表 〕

念大臣や大速がかってに政

-かつてに動かしたというのはどういうこ 冶を動か した

とヵ、? -ー載の人民カ苦しんだ

-一般の人民が土地を失った

-国の中がみだれたとは-一一ー一一
念国の申がみだれた

トι字国の中の統ーがな〈なっ
-・

た

統一kは 平だれか I人の者にしたが

三 (天皇)大王にしたがわなぐなった うこ k

-まだ変化したのは
、

字任那を失った

〈れたのか， ~られたのか kられた

だれにー+新羅

l-なのとぜかの大こ… 豪族が天皇の命に従わなぐなった

主を考えてぐる こk

大化の改新 第 2*

内容の提示 ・ 指 道 生徒の学習

。きょうは聖徳太子のやられTこし、ろいろの改

革について1骨くるこ tにする

太子のやられたこはどんなこ主があるか」早十七条の憲法をつ くった

.どんな立湯で

-摂政とは何か

このこ Eばの意味を説明する

会推古天皇d妥政

ぢ天島Cかわって政治をす

る

S中国(ハツキ リしない)

干読十二階

~ fL教をと り入れる

古遣問使



小野妹子

&国史の編集

字(答な し}

そのほカ プ…界よ ~ô国史の編集
。太平 F桁なった仕事はどんな意味をもって

いたか。なんのために行なわれたか

・十七条議注からみよう

今のこkばでいう k

会 (答なし)

今の策法と違うのはどこか .

c
 

e
r
 

》
内
ノより意注

ん

は

せ

の

ま

の
り
子
一
の

解

太

一

も

8

♀
 

-法律か，生徒会のきまりは -生錠心得

て読ましたの治、国民か，農民か 合 {答な し)

♀豪族

?朝延の仕事をしている役人に刻してだ

.十七条憲法を読んで何に気づくか

事ij:完治‘

・第十条を読む。ほかに争いのないように

というのは ，第十五条だ

・まだほかに

和を

・まだほかに，和だけか

8争いのないようにせよ

.一条

-豪族たちは争ってし、た

{粁){入

品人

雪国に天皇はE人いない

7 三条

当時主豪尉こちはよぐ従わ

ほかになIt~か

天皇の命によ〈従え

-まだほかに

なかった

合三宝をうやまえ

(答な し)

。冠位十コ穏をどうして定めたか

l'その前の位はあったか

|それ叫可か

|姓は世襲て'あった

」ーなぜ定めたか

(挙手 B人)

・あった

-姓{氏姓制度の声もあり)

ぢ家柄にとらわれず ，能力の

のある人を用いる

-教科書でl:t，人材登用主呑いてあるが，

同じ意味だ



(プリン ト)

国史の編集

。国史の編集はなぜか

{プリン トの該当内容を読む )

天皇は昔から白本;を治めていたのだという

ととを趣旨主する。したがって京族たちも

天皇に従うことになる

。仏教を広める

一ーなぜか考えてみよう

-それ以前の信仰はなかったか

二氏神の信仰であるが，それでもイI教をと

りスれたのか

・仏教を広めたと いうが ，ナこれに広めたか

一般の農民もはL、っているか

豪族中心か
+ 
これが本当
申

有7批哀悠が寺を建てる

たぜ豪族たちにす弘めたのか ，これまで

は氏神を信じていためになぜか

〈仏午」豪赫跡族肱に…よhつdて

4名号豪族は 1人のα仏、をイ信言じるこ kになる

.信仰の違u、はまとまるのに困難である

信仰 ・風俗 ・習慣の同じことが ，一帯に

いる場合はたU、せつ。閉じ探聞気に;lOる

こkが閉じ気もちになる。このわけカ.僻

った人

?・ 千円幣

・法隆寺

ト本9こかし、てある

{読む)教科.書53ベ-，;

.稗

み (答 な し)

-はいっている{十)

・はい ( {-) 

♀天皇中心に国民がみんな

仲ょくしていけというの

吋'季、

l入

、・|訂lじになる

(挙手)?

.•.•• ・・目...・・・ ・・・・ ・・・ ・0 ・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・6・・・・・..・・・・ ....t.................................... ・-

。なぜ階t乙[疫をぞったか

階は何をしたか L・大運河

.1Milは開棚←はどのような時代か I(教科書 4.3ページ)読む

分裂の時代←一階が統ーした

・すぐれた文化，政治がなされた

・当時 ，朝鮮と欄係は L・任那を失う

~ー____I 色 朝鮮を通して文化を跨か

ら伝えていたと思う
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-百済や新羅に対して附k対等のつきあい

があると いう意味をもっていTこb

6月7日 第自鮫時 大化の改新 第晶次

提示 [視覚による ) 内容の提示 ・ 指渇 生徒の学習

。聖徳太子のやられたことを挙げよ

(身娠り)合議 のおま人

は

老

帳

付
ス

~

打

p

に

キ

削

る

戸

の

せ

プ

む

纏

わ

一

し

仏

合

-
〈

，'

を

一
つ

叫派

手

-
L
g
ら

一

を

の

か

イ

人

こ

ず

。飛鳥時代の文化を映闘で男，ることにする

。映画を見る観点として

1 古墳時代主飛鳥附モの文化の様態のち

がい

Z 朕闘を気てもっ kも感じたこと

五 飛鳥文化の内容はどんなものか

朕 写 (映画の内容)

1 飛鳥員防の景観 飛鳥川

Z 散在する古墳 丸山古墳 . 古演の帽~ .石室

五 巨石記念物 .9i!.のセツ手ン・マナイタ.e t c 

不思議な石の芸術 猿E ・石神

代謝令な石の建造物 須捌山石

-139ー

{白Ij時の想起)

・十コ径の冠位制定

.国史の編集

・憲法十七条

.仏教

の国がま kまる

合同じ仏教安信じるから

o-三2の神を信じることに

なるから

-慈悲

・愛

〔映簡を見る3



ーー石舞台 蘇我馬子の慕

4 イ撒美術

飛鳥寺の大仏

聖徳太子主ニ皇子の肖像画

若草寺の跡・礎石・瓦の模様・はすの花

忌 法隆寺

金堂 南対司からの正面のながめ

中門

五重務

金堂

仏像

玉虫尉子

柱エンタシス

花ぐずしのこうらん・人の字形のさきえ・雲形斗扶

釈迦三尊像・もすそ・顔

釈迦の自IJ祉の物語

天寿固まんだらしゅう幌

四十八体仏

一光三障政式 釈迦三重事像

みろぐ菩薩典型的な飛鳥仏・もすそ・顔

舞っているマヤ夫人像

柄香炉

丘伎楽面

コンロン・女・ブ辻・カンラン・バラモン・スイトウ王

ヨツパライ・王子は陽気な場所

Z 金堂滋明夜

唐草模様・舞をまう像

a 薬師寺の束事菩

すいえん・白鳳美術への発展

。映画を見ての感想を奨聾して〈ださい E感想、発表〕

平みがかれてL、ない石カ弘っ

た

8石神の表情はあまりなって

いなし、。飛鳥時代の伎楽面

は整っている。

合飛鳥時代は仏教中心であっ

た。寺・仏像・玉虫病子

3わからない

。α教より前左それ以後の違いについて感じ| 感ずる{刊人掌手}

ないか ー L..，..o美術や建築が急速に進歩し

・どんなこ止を感じたか一戸- I た
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‘-

E 学習指導にお11る教師の役割

第一章，E，z，に品、て，教育問問舗の問題を論理的に展開したが，現嘆の学習指遭こあっては

この問題は具体的にどのような喫態を示すものか， 1に掲載した学習指導の与さ践記録を資料にして考察

を加えてみたL、b

学習旨導主 いう遂脚工 ，自然的な存在ではな(，また，他律的な運動でもなしむしろ目的的，意図

的に展開されるものである。 L治、し ，この目的にしろ意図にしろ，教師の側に強〈あって，児童生徒の

側で他必ずしも強いkはいえないのが実状であと)0 (このよ うな喫状が望ま しいと L、うのではない)

したがって，縦市が，児童生誕にこのような錦織や能力を獲得させたいれ、う回附をもち，そのために .

このような計画のも H.こ指追を行な従う k考えても，いつもそ耐盈りに ，学習指迫が展開される主は限

らず，むしろ，割歯通りに展開しないというのが通常のこ主だkいってよいかも知れなνb このように

教師の目的なり計画がそのkおりに摂見しわ、のは ，結融引こいうならば，児蛍生徒σ埠笥雌あるL、

はそれを支えるさ字習能力カ旬、かに発動するかれ、うこ kをじゅうぶA教師が把握していないためだ，と

いえるのである。しかし，そ うか左 いって，い治サこ児童生徒の飽力を事前に調査しをらえるこ とに努め

たとしても，全郁が全部とらえられるなどkいうこkは ，まず不的能主いってよい主題、う。もちろん，

このこkは児童生徒のイデイネス把健をおろそかにしてよいel.づ理由にならな1，"0われわれ教師は，で

きるだけその喫脚こ迫るための努力は常になされなければならな b、
主ころが.この νデイネスをとらえる kいう問題は，事自Ijに調査するこ主をしな〈ても，全学習指道の

過程において，絶えず児童生誕の反応をみながらその νデイネスをkらえ ，それに対応しながら学

習旨導を行なっているのではなb、合、b el.、うことを掌習指導を敏擁する k気ずぐのである。たしかに，

児童生誕ー人一人の νデイネスはそれぞれ臭っており，その発動の様態もいろいろなセ乎ユユーシヨン

によって千変万化する。したがって.教師はこの千変耳じしてあらわれる児童生徒の νデイネスの具体

的縁組を針路にkらえ ，それに対していかに締ぶすべきか主いう判断を即座に下し，指導を行なってい

かねばならない対?である。ここに教師kいう戦能が静物鞘包kいわれる理由があるのであろ う。

たしかに機械的 ・事務的行為の蜘犀しで樹市り職貨が果されるわけでなぐ， 千変刻ヒする能力の様相に

即座に反応して指導が行なえるためには，教育内容につレても，指導主方出こついても ，じゅうぶんに理

解し ，身についていなければできない相談である。したがっし教師が専門的職能を枠つ専門家主して

噂重されることは当然主いってよい主忠弘

きて ，そこで学習指道と いうことが，児童生誕のνデイネスを繰りながら進めてい〈もσ泥というこ

の考え方が正しいとするな臼ま，学習指導を観察するこ kによっても ，さ撚，児童生誕のレディネス.

あるいは学習能力をkらえるこ主ができるk考えてよいであろう。 Lたがって.学習指導の観察 ，記録

をkることの目的の一つに， r児童生徒σ洋 習能力を kらえるJe 1，、うこ kを設けてしか砂〈きである。

*に ，学習指:潜在 いう 道霊訪の展開において ，教師の果す役割はいかなるものでゐるかを追求すること

がさ撚，観察分折の目的になる。そしてまた，教師の果す役割を明らかにするための場としては，学習

指導の外にはありょうはずもないのであとb 学智指導という運動を観察し分析するこ主の第 2の目的を

ここにおレてしかるべきである。

さらに学習指滋e1.、う 運動党観祭する第Sの目的はつぎのど kきものであろう。すなわち，この学習

指導μ 、う運動が効率.高〈成立するためには ，こσ糧動を権成する三つの要素{教育内容・教師 ・児童
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生徒)とそれを条件-:5trtる因子『精進関連はどうあらねばならないかを追求するこ主であ弘

教育内容の論理的構造はこうである。教師の来す役割はこのようなものでらる。児章生錠のνデイネ

ス，あるいは ，学習能力はこうであと)0 l:いうことを明らかにしても，この三者が慌時的に関係しあっ

て段闘する学習指遂という運動の構造連関を明らかにしたこ主にはならなし、。まして，その選動カ吻率

高<，すなわち ，竿習指翠がなされる 目的を， できるだけ多〈の児童生誕の土に安現でき，しかも ，で

きるだけ短し時間で達成する。とい うこ左になるために .三要素の聞にどのような関係が成立するこ と

なのかを追求するには ，学習指道そのものを研究対録にとりあげて究明しな〈てはならない。この意味

で ，第 Bの目的は「学習指返とい う運蹴がし、かなる騨造迎闘において効率高ぐ成立ナるかJを追求する

こ主になる。

これまでf論述では，主と して第三章におし、て教育内容 (この研究では，日本歴史及び世界史)の論

理的構造について述べ ，第三章において児童生徒の理貿lf，f符造について述ベてぎた。そこで，第四章にお

いては主として学習指導において教師の果すf嬉Ijt，こつL、て論述するこをにする。

1 三つの役割

全学習指滋において ，教師の果す役割を実践記録で樹守するl:，大きぐ三つに分殺するこ kができる。

すなわち

(1)撃蓄過程を進展させるために ，進行をはかったり ，案内するこ左。

(2) 教育内容の提示

(3) 教育内容を理解させるための指導

の三つであるb つぎにーこのおのおのについて説明する。

(1)の「望書過程を進展させるために，進行をはかったり ，案内するJ~"、う儲IJは，要するに児

誼生徒が常習を開始し ，それを進めていぐようになる剣牛を設定する仕事と考えてよL、このこ kは直

接教育内容と本質的な関係をもつもの主は限らなし、。たとえば「早ぐ教科書やノート左出しなさu、」と

か「静かにして先生のお宮を聞きなさい'Jl:か「こちらの絵を見なお、」とかし、うように ，児童生徒が

さ学習態勢を作るよう tこする ，指示であったり注意であったりすゐしたがって，このような教師の役割j

1'1 ， 小学校低学年により多〈必要であり ， 喫際また ， 多〈附詞がさかれている。 これ~'1いわば ， 学習の

ための「しつけJl:でもいうこ主ができょう。したがって ，このために多〈の時習をかけるこ kは ，必

ずしも望ましいことではあるまνbさらに考えてみると ，このような役割に多・〈の時聞をさくとu、うこ

とは，反面 .教師の他州甥IJ(ここでしう (2)および(3)の役割Jがじゅうぶん果されてLな L、から ，この

ような指示や注意によって児童生徒の学習を調も統させるようになるのだ，左もいえるのである。

もちろん ，この教師の役割を低〈評価し，軽視することも間違いである。なぜならば ，提示する教育

内容に児童生徒が最初から強〈ひきつけられ ，すなわら ，自ijに述ベたような緊猿が成立するなど kいう

ことは ，使際にはむしろ少いといってよいので‘あって ，ある程度学習の進むことにより ，当初あまり強

い関心を持たなかった児童生徒が高次の緊張を形成するようになるこ とが多いし，また ，そのようなよ

り高次の緊強の成立をはかると kが繰市の指迫力をも意味するから ，この(1)の役割について教師はじゅ

うぶん研究し ，実践すべきであ弘このために幼児 ・児童・青年心獲についての経験と研究が当然要求

されるわけである。

(2)の教育内容の提示ξいう役割出必ずしも教師だけがもっ役割ではなし、。このようにいうといささか
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奇異のよう叫惑じるかも知れないが，実際の学翠指導を，分折すればすぐ官官:できるととでゐる。たとえ

ばか教師以外の提示者主してどんなものがあるか主いうe_，児窓生提をあげるこ kがでさる。これは

Aとb、54~桂の児童生徒に対 して・ その学級の他の児童生徒より提示され設支育快容は ，当然A~こ対し

て他の児童生徒は教育内容の提示者になる。このことは案外多いのであって，また，このような形で

望書過程が進められることは望ま しいと左とも考えられる。

*-に，現場開洋などの際に教師，児童生徒以外の第三者から提示されることがある。このことはまた

児童生徒が家庭で父母や兄弟から提示される場合を含めることに なる。

*-に提示者として考えられることは ，児童生徒の、使用する教科書・参考書・新聞などを挙げることが

できる。このような7防えをもって提示される教育内容は，直接提示者が児童生徒の眼前にあるわけでは ・

ないが，何らかの意図をもち教育内容を間櫛令ではあるが提示しているものである左いえよう。 iこの

ように考えて〈る e.社会生活の中にある児童生徒10'(すして ，あらゆる者が提示者の役割を意図的・無

意図的にもつことになるが，この場合は・主主していわゆる草書過程機関岨接作用する提示者

の意味に限定 してζ の論を進めてい〈ことにする。)

指導
さて，以上のような教青ー内容の提示者宏考えることができるものの，なん主いっても学習J&程に

おいて教育内容を提示する主要かつ中心的な者は教師である。以下 ，この教師の役割について詳細に述

べていぐことにする。

まず最初に教育内容と教材の関係について ，筆者の見解ある いは意味規定を明らかにしておきたし、。

教育内容は端的にいうならば，この第二章に娼げた歴史的7-i明・の内容を代表させることによって説明が

つらすなわち， 古学酎闘要領に示めされている，各掌年の目標・趣旨・内容のうち，最初にあげた内

容が教育内容といってよいので‘ある'0 eころが，この内容を児章生徒に提示する場合には ，何らか付彰

式によって表示されない限り ，児童生徒の感覚に訴えないから，教育内容を含む具体的な表示形式をも

つものを設定しなければならなし、。 この具体的な形式によって表示された教育内容を教材とするのであ

る。したがって ，教材は財す的な存在であり ，且つ終株的存在でもあとb このこkは逆に いえば，ある

教育内容を含む教材はただ一つ胡彰式のものだけでないとL、うことも設床する。ぞれは.教科書である

かも知れな"1:.参考書てずあるかも知れなu、。あるいはまた朕酒であったりスライドであるかも知れない。

とにかし具制。な存在形式をもち ，児童生徒が直接対峠するものが教材である。との場合，教育内容

主教材が全〈同ーのものも あるから， しばしば教材即ち教育内容左解されることもあり，また実際 ，教

材に何を選ぶかとい うときに ，教育内容に何を選ぶか左 Lう意味に使われる場合が多いけれども，理論

的に同教育内容と教材を5J'Vtて考える方がよし、主 思う。

きて ，それで教育内容の問題について考察するこ主から始めてみるこ主にする。教育内容は選択された

た外在世界である。 したがって ，こ の選択がし、かなる幕準によってなされるカが陪題である。とれはー

つは教育目標から出て〈るであろうし，今一つは児童生徒の諸能力の発達を鍛j考して選択される主考え

てしかるべきであとb なぜならば，し、かに教育目際から選択された内容でも，それが児童生徒の発達に

即したもので‘なければ ，児君主生徒に受け入れられないから .tこ左え内容が設定されても無憩味なものと

いうこ左になる。

教育内容『漣択については ，主として生学習指導要領に示めされており ，そこに法的拘束力がある現段

階においては，これ以上ふれないでおらただ ，ここに一つだけ技諜の意味で述べた L、こ主 がある。

それは社会科の教育内容が，具体的存在である社会現象そのものを直接の学習対象止するこ 主よ りも ，
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より以上系統制iを重んじた。学問的内容，すなわち，論理的体系に3こって再構成された内容を多〈取り

入れてきた主いうこ主についてである。この点について社会科の学習形態を経験学習においた社会科教

育実胞の初期の段階にあって ，しばしばb、われた標語「為すこ主によって弘ぶJl: いうこ主に疑問をも

たざるを得ないとい う ことて・~る。すなわち ， 帰納的思考による学習というこ kが社会や社会生活を学

習する社会科のさ学習方法として適切なものかどうかkいう点でらる。もちゐ'V.帰納的思、考力をそだて

ることをねらう品、うことは，小学校低学年におu、て重要であることを甑めるにやぶさかではない。 あ

るいは ，むしろ ，そのことが計画的に組み入れた教育計画は必須である主忠弘しかし，社会を学ぶ主

いうこ主で，帰紛i的方法をとるこ主が効果的なものか ，演綿的方法による方カ吻 果的なの削工 ，いま一

度，この辺で再考察する必要があるのではなかろうか。この問題は教育内容論と方法論を ，ともに統ー

した段階において追求されなぐてはならないこkであ弘

教育内容選択については以上の程度に止めて ，教育休搭提示に左もなう諸問題について論をすすめる

こを fこする。

教育内容提示の問題につu、ては，つぎのような五つの問題を土りあげなぐてはならなL、。

A 教育内容の論理院櫛造

B 教育内容提示の順序性

C 教育体障提示の単位

D 教育休降提示のための表示形式

E 教育内容の提示者

これらの問題のうち E については，この節の最初に少しばかり触れておしザこ。しかし .その提示

者が誰であるかEいうこ主主.学習者の受容の心理はどのような関係にあるかとLづ点については今少

し考察する必要がある。この点については ，上記の問題の順序に従って後後に述べることにす弘

A 教育内容の論瑚句構造

「歴史とは歴史家の経験であゐこれは歴史家だけが『作った 』もので .歴史を書〈のは，歴史を作

る唯一の方涯であるJl:はE.!I.ヵーがその箸す左之ろの「歴史とは何カづの中に引用した才一タシ

ヨ Y ト教授の言で、ある。こ の中で 「…..…・歴史を書くのは，歴史を作る唯ーの方法である」という点に

注意した凡もちろん，このことは鞠こ新しいこをでな<.歴史学方法論kして ，歴史主は歴史叙述で

あるとはしばuま述べられていることであ弘 したがって，叙述あるいは書〈主いうことは歴史を作る

ことであり ，歴史そのものであるから ，児童生誕が対峠し学習する歴史は，容かれたもの，叙述された

ものなのである。こ のことは ，その叙述の論理構造を当然問題にしなぐてはならないこ主になる。

さて，そうなる l:.児t量生徒カ主学習する歴史はいかなる歴史叙述によるものなのかを解明しなぐては

ならない。この点については一応次のように考えているのである。まず，小学生のそれは.rわが国の

歩んできた歴史のアウト ラインを政治主文化を中心にして描いて与え弘lこ正であり ，中学生のそれは

「わが国の現代社会内紺喝題l:.歴史的に部識し得る能力をそだてる藷底としてのわが国の歴史の知識

を ，世界史の背景の中に位置づけて与える。そのための無職構造は総体主 しての社会の発艇をららわし

連続 ・因果・非連続・婦喪の関係において構造づけられているものであるこ e.Jであゐ

しかしながら，このような歴史叡述の論理構造は，それカミ即座に児童生徒に提示する構造とし、うわけ

にはいかなし、。むしろ，掌習の結果，児訟生誕が自ら描〈歴史像を .このような論理構造をもって再構

成させるこ主を期すのだ主いった方が適当であろう。このことは，次の内容袋示の鯵拝性の問題に発展
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する。

B 教育内容提示の順序性

この問題について，学習指道の記録を検討するe.，一時間の授業のうちで，1，、〈つかの内容のま主ま

りがあり，それを時間剛l関序によって提示していくこ主に気づ〈のである。(1に掲げた観察記録の中

で…・・…・・・で表現したものは，そのま主ま りを一応区分したものでゐる)したがって，この内容のま左

まりk提示する構造が，いかなるJ胴字引符造におい℃なされるかが問題になるのであ弘I 小苦学校の記録

にq 、て具体的にみると，国のできたころ，第Z次では 1tの小単位のま主まりがあとb順次記してみ

ると

1. 支配信3の所在{倒叡)

2. 日本の国の統一

ゑ 国の概念

4 統一の年代

E 統ーした者

ι 対日の位置

Z ザ日朝延

a統一の過程

旦 統一以前の社会

1 0. 狩猟採集

1 1. 道具・縄文式文化

1 2. 道具・弥生式文化・米づ〈り

この時聞は，大和朝延に工る国家σ淑-e.その過程町，およひ・統ーがなされるにいたった社会的・経済

的背景について学習させるこ主が「ねらし:]でおろう。左ころが，このような 「ねら¥，:]を達成するた

耐こ，教育内容の提示の順序は，必ずしも発生的・晴彦司的順序によって提示されたのではなぐ，まず，

倒叙的に，支配縫力の所在を現在から出発してさか吋ぎり，統一の時点を押えるこ kをおこない， 2番

目に，国が統ーされたと b 、うとさ母盟主はいかなる概念かを与え ，a番目に統一場主しての大楠挺にか

かわ.か也の内容を，年代・統一者・太和の地鐸的位置 ・大素晴艇の構造elt、うように小単位に分けて

提示し，拘こ統ーの過程を取りあげ，そこを延点にして，統→以前の社会の状態を見，さらに政治的統

一の背景になる生産様式と機能について触れているのである。

以とのような提示のためのj胸字は，児童の理解を容易にし，学習の結果 ，胤待したエうな「ねらい」

を達成したであろうか。この点については第三掌に記載した面接対話の記録を参照して頂をたいが，筆

者の男解主して出必ずしも成功 Hllt、えないのである。そこで，このような順序を発生的・時間自鑑過

のl眠序に従って鵬司したならばどうであろうかということになる。ただし，これまでの研究では，この

ような順序によった展開の喫践例を集めることができたいので，今の閥渚では問題提起に終るだけであ

る。

提示の順序性には，さらに今一つの問題がある。それは提示の構造についてである。た主えば，この

1から 12の内容の単位を構造図式化してみる左次のようになるのであろう。
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1の構造は

|国民 → 幕府→ 頼朝 → 貴族 → 天皇 → 治めるものはし、ない|

であり

2 V工

土地 、

伊 一今国

治める人・治められる人/

であり，

Bより Tまでは

3. 統一の年代¥

4 統ーした者一一ー一 ~，
↓ 一一三三デ大和朝延の概念

:民主フY

の構造をもち，さらに自については

h
J
 

ゃ

ち

ち

を

も

も

治

を

を

致

地

民

の

土

入

国

の

の

の

分

分

分

自
↓
白
↓
自

主族豪

仕える
天皇も自分の土地人民をもち

統し配支

延

を

糊

咽

|
↓
大
↓
他

である。

Bについては

|小さ掴 → ムラ → 住みつぐ|

9については

石で‘作ったもの {石器)+けものを主って食べる+さかな+貝+鳥+木の安

採集

10について

道具5石器

土で作ったもの豆土器s;.土認の喫物

狩→米づ〈り=(中国より伝来)

など，以上のような構造をもって」、るのに気づ〈のであ7.;"，これらの構造読ま問答法におしてよぐみら

れるいぐっかの整理形式であるが，このような構造は内容の論理構造にも密接に閲系しているのである，

C 教育内容提示の単位

Bにおいて述べた提示のj蹄判全は，提示のための内容のまとまりを，どのJ岡芋で提示するかの問題で

あったが，次に，この提示のための内容のま止まり，すなわち単位をどれ〈らいの置においてま土める
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かが問題になる。この研究の閥瞥では，内容の単位の誌を時間で左らえているが岳 5分の時間で 1Zの

単位で分割?れば .平均 8.7分の小単位こなる。この傾向は一世例、学校丹それに強<，中学校におい

ては ，単位の設は大きくなっている。

D 教育内容認訴のための表示形式

提示の単位はまた ，表示形式主密接に関係している。教育内容をいかなる表示形式をもって提示する

かは ，児童生徒の認識能力の発達に深〈関係する。第一主主に記した表示形式の抽象『渡釘こ よる分駒工

学習指導主においてもしばUま使用されるものであるが，教育内容を表示する場合 ，抽象度の低い表示形

式においては，教育院揺は同時的・総体的こ援示されるが ，抽象度が高 <1::け'lJi，教育内容は時間的順

序を追って遂次陵闘され，かっ，分析自幌示も可能になる。 Lかし， この方法は， 一面抽象度の高さ

の放に内包は狭〈なり，一都!性が高くなるので理解が困難になる。以上のような表示形式のもつ特性か

ら，学習内容を表示する形式kして絵や写真をもって示ナ左きは ，複雑な内容を同時的に示めし ，直観

的にとらえるこ kが可能にたとb したがって ，指定義に要する時間は短〈すむのしかし，その表示された

内容を分析し ，理解するために要する時聞はより多 〈必要になる。

そこで，表示形式の抽象度の違いによって，育てよう主する認識能力(0';1:.次のようなものが考えられる

のである。

。 具体 抽象 。 抽象 具体

低次の抽象 ょ高次の抽象 高次の抽縁 L 低:j(の抽象

しTこがって，学習j畠穫も第一軍に掲け.たように雷、識過程の二つに大別されるのである。

E 教育内容の提示

自ijにも ，教育内容をだれが提示するか主いう点について触れたが，提示者によって ，児童生徒の学習

心理に差異がないだろうか考えてみる必要がある。教師が提示者である場合 ，児童生徒は一世に惚威を

もったもの kして受け入れられよう。 Lかし反面 ，教師が児童生徒のレディネスをよ〈つかんでいない

ときは，おうおうにして ，児童生徒の能力より も，相当;e;い内容を提示しがちである。これに反して ，

児蛍生徒カ混示者である場合は，その浬解の程度において提示するので， (もちろん ，内容の丸暗記で

提示することがないわけ-CI1:ない)提示を受ける児t量生徒はより容易に受け入れやすいことが多いので

ある。このこ とはいわゆる集団思考の効果を考えるときにたいせつだ主恩う。しかし ，このこ左は一国

次のような問題を考慮しなぐてはならなし、それは，同ーの次元において思考がなされるために ，思考

のどうどう廻りがなされて，思考の発展にならないで終ってしまう kいうことがあるこkである。

第三吋走示者である。家族の人ゃ，現場学習における説明者などは ，教師が提示者である主計こ陥り

やすい問題点がさらにいちじるし〈なる。ただし，説明者カ噂門家であり ，直接経験者でらる主いう点

は ，児童生徒に与える感銘はより強めであり， 1鱒移民は大きい。

(3) 教育内容を理解させるための指導

この教育《躍を理解させるための英語 正い う役割加工 ，教師のもっとも本質的な役割になるものであ弘

教育の内容が何らかの形式によって表示され，それに児童生徒が対時 して開始される学習過程の基本的

なコ ースにq 、ては ，第ー章に述べた主おりであ弘 正ころがこの過程にあって，児鐙生徒がどこにつ
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まずき，どのよう財邑程を通るか左いうこ主に工って，ある時は解らT工いでしまったり，ある時は理解

の深まりが浅かったり，ある時は単なるコトバの大暗記に終ってしまうこ εになる。そこで教師が ，こ

れら児童生徒の困難やつまずきを排除し，幼けてやるための指導が必要になるのである。したがって，

このf簡をどの工うにしたら， もっEも効率高〈熔童生徒の学習が進むか止いう点に ，われわれ教師の

最大の関心が向けられるというこ kはさ撚なこ主で‘ある。以下 ，項を改めて，この点について詳述した

し、。

2 指導の方式

指導の方訟を大き(:;9¥の三つに分鞠できる k思う。すなわち

(1) 直観手段をコトバとの結合による方式

(2) ，;::J トパ，言語的文脈による方式

(3) 視覚象徴による方式

である。このうも(1)の直観手段主コトパ左の結合による方舟工，もっ とも議本的かつ効果朕1な方式左

きれ，この方式についての詳細な研究は ソ速の教育 アカデミ一会員であるザンコフカ1行ない， i授業の

分析」 μ 、う書名でわが国にも翻訳出版されている。ザソ コフによれば，この方式をさらに四ぐめ形式

に分けているが，われわれの研究k関係があるので， -;;iSこの四つの形式について彼の考えを記すこ主

にする。すなわち.

第一形式の*~轍主して

麟市は生徒がおこなう観察をロトバによって指潟し，生徒に対象の外観につき，それの直接的に知

覚できる性質や相互関係についての知織を，観察の過程で直観対象自体からひきだす。

第二形式の特徴主して

生徒が行な う直罰対象の観祭を悲礎にし ，かれらが所有している知識を土台にして ，知覚過程では

読みとられない諸現象の関連を意味づけて ，定式化するよう ，教師1，'1コ トバによって生徒を案内す

る。

第ヨ~式の特徴として

対象の外観に叫っき，対象の直接に知覚できる性質や相互関係についての知識を，生徒t博士師の2 ト

バによる伝達から受け左り，直観手段はコトパによる伝達を確証したり，具体化ずる役割をおこな

う。

第四形式の特徴として

直観対象につL、ての生誕の観察から出発して，教師が， 生徒に直卸号に知覚されない諸現象のあい

だの陵砲について伝達したり ，総論をぐだしたり，ば t)ぱらの資料を結合したり ，一般化したりす

る。

以上のような散式の分蜘工，草間手段とコトパ左の関係をいかに結合させ廿旨導するかという観点か

ら行なわれたものであるが，このことは，直観手段が児童生徒の眼前にある場合に用いられると しても，

直観手段によっての経験が，それ以前にある場合はどうなるかが問題になる。この点については，次の

(2)7)方式に問題を展開しなぐてはたらない。 (3)の視覚象徴による方式は，その代表的なものは民図によ

るま旨翠などがそう予ある。' ・ 1 ・ そのほか関係を図式化して示したり，記号を用いて指導するな
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ど場合も含まれて〈るが， との方式については，今度の研究では追求する余裕がないため ，ここ叩まと

れ以上触れないて告らそこで最後に残った(2)のコ トバ，言語自宅区脈による方式が、こ σ噺究において

中心的に追求してきfた問題であるから， 以下詳述するこ主にする。

この方式は ，学習指導過程のいかなる指導の場におって ，どのように行なわれているかを ，この章の

Iに掲載した喫践記録をわ析しながら考察するこ 土にする。

この方式はさらに分類する主次のような七つの形式にま止めるこ主ができb

A 既有知識の再注

B 新しい意味を付け加える

C 意味の選択

D v'v、かえ

E 漁推(たkえる )

F よ盆概念を与える

G 下位概念を与える

以上である。以下 ，この七つ伺彰式についてそれぞれその役割について具休前:b忍述べる。

A 既有知識の再生

これは，員ij述のザソコフの研究によれば ，第四形式主呼ばれる形式主もっ左も深い関係があるようで

ある。すなわち， 第四形式では，直視対象についての生徒の観察から出発して，教師が，生飽Fこ直接的

に知覚されない諸現象のあ1.'1乞の際毘について伝達したり，経論を〈だしたり ，ぱらぱらな資料を結合

したり， 一般化したりする。のであるが ，この際，直観対象についての生徒の問察から出発するのに対

して ，この蹄知識の再生では，児童生徒の所有する知識を土台にして出発する。 したがって ，聖書

過程で は ，しば u!学習の道入，それも 1時間 l崎司の官頭に ，制時の復習の形で行なわれるこ主が

多いのであとb そして，それは榔市と児童生徒の間に問答形式を 左つてなされるこ左が多い。したがっ

て，この形式による指導の方舟工 ，文字どおり既有締法の再生であって ，その知識の背景になっている

児童生徒の経験まで追求する主いうこ H:t余り界，られないのである。実践記録からい〈つカの倒を挙げ

てみよう。

小学校 8年 国のできたころ第 8*-

。8000年員ij( 8いに日本の烏に人が住みついていた

・1守ぞ楳集して しずこ

そのころ使っていたのはーー一一一争石器・土器・ {名辞の再生)

土器は何式か 一一一+縄支式土器 (名辞を再生)

この既有知識の再生は，単なる名辞の再生にすぎな1.'0 しかし ，土器にしろ，石器にしろ，道具とし

ての櫛色についてどれ〈らL、の知訪をもっているかを再生させ加d吃 ，狩猟採集剛"C.!:米づ〈りの生活

の違い， 生産力の向上f工どの理解はふじゅうぶんになる。次の例はその典型的なものである。

。{教科書学図 a7ベージ・写真)を示し

・これは何か L ・銅鐸

・何に使ったか エ・物を入れる
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銅鐸というコトパは知っている。しかし，その機能についての知識は不たしかである。

中学校Z年 Z組 大化の改新第 1:3失

。 5世紀の白本はどんな世の中か

・この世の中で特色のあるものはて一一告・民族σ状移動

三込・答なし

これは質問の意味する Eころを生徒がはっきり Eらえていたu、。したがって，これ弘主の発展が見ら

れず，教師の方で「古墳の世の中Jl:与えてしまう。

以上の例で見られるように，既有知識の再生同Ij時の復習の形が多川しかし，安蹴己録を通して検

討してみるl: 1 撃事過程の展開が問答法によって進められるこ~iJ'多しその場合の既有鱒の再

自主 ，歴史の掌習では歴史象の部分前な知識を1尼窓生徒に遂次発言させる ζ 止によって，掌級全体主し

て全体像を構成しようとすることが多し、。

B 新しい意味を付け加える

ヨトハの意味内容はJ つだけということはなu、。をとろが，児童生徒のもってb、る意味快容は必ずし

もじゅうぶんで、たb、。あるコトパの意味は，それがどのようなヌ1*のゆにあって使われているか正いう

点から判断しなぐてはならないが，その意味を知っていない子 どもには，教師の方から与えてやらなぐ

てはならなし、。これは第三震に記した理解過程の中でロトバの発音がで、きても窓朱をkらえていない ，

èl.、うつまず~を排除してやる指導の一つになるわけである。

ヰ掌紋 Z年 Z組 大化の改新 第 2*

。聖徳太子はどんなことをされたか

・発表して<:えさい E ・十七条の憲法をつぐる

よ簸法Eは何か 土・国のきまり

もっ εも基不の滋律であるが

この憲法ぽ守らなければなら

ない心得のようなもの

。冠位十コ潜はなぜ定めたか一一一→・人材の登用 ・

-子く.れた能力をもっている

人 ，ょくできる人l:1.、う意

味だ

ーー・人材とはなにか

この人材μ 、うコトパの意味は，この生誕に主って初めてのものであるから，最揖教師がこの場合与

えてやることにな弘 正ころが，このように生徒の方から質問がな"，r~良 り 男逃して しまうことが多い主

恩う。特に不確実な意味把握で判断が進められてし、る慮れが多分にあるように考えられる。

C 意味の選択

児童生徒があるヨトパの主主蜘村容をいろいろもっていても，ーつの文脈の中に位置づいているそのコ
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トバの意味を，その文脈や状況場-面を考えて適切に選ぶe¥，、うこ kがなかなかできなし‘場合が多¥'b こ

れはBの場合Eちがった意味で，コトバの主税把爆のつまずきである。このような場合は ，教師の方か

ら適当する恕沫を選んでやったり，あるし、は，自ら選び出すように助言してやらねばならなu、

中学校 2年 2組 大化の改新 潟 l ~

。支配とはどうし、うことか 一一一一争・治めていた

「治めている左いうこ山一一→・答なし

、~

.支配止は収穫物~è るこ k

f乏

D ¥，巾、かえ

これは，同義語であるが表現の違うコ トパでし、いかえるこ止によって，そのコトバの意味をkらえさ

喰ょう止する。たとえば.*.の例などは典型的なものであ弘

中空宇 2 年の学習で，江戸時~σ設民の生活にq、て指導した際， r間引(Jあか、は「間引きJeい

うこ kができむ Eころが巨徒はこのコトパの意味が解っていたし、のである。それで，教師が「大根ぞ

菜をまかて，それがだんだん伸びてた〈さんはえてぐると，主ころどころ適当にとってしま¥" ，残した

大根や菜をよ〈育つようにすると kを，こ σ泡ではどうL、うかJe質問した主ころ「スカスJeいうの

だ主務えがなされTこ0 このこ主は「問51きJe ¥，イ表現にかえて「スカスJe ¥，、う方言に置きかえて容

易に恐解させるこ左ができるわけである。

大軍鳴Z延の説明書を教科書では政府・役所Eいうようなし巾、かえで斑足しているものがある。

以上 ，Aより Dまでの指導の形式は ，主主してョトバf喰財包爆のために多〈使われているものであ

る。

B 徹雄(1とEえる)

これはしばしば用いられる形式であり，特にイ中核の学習指導におし・て多〈閉レられるようである。

嶺推は三段論法の間樹'lli浬に対して ，直按推理と考えられる。そして，この心理屈程は，粍株より特殊

へ主進み， a∞bの式で示され思考であろう。この栴似である主 いう主らえ方は，どの点におし、て相似

なのかが問題になるであろうが，もし ，そこにどの点と bヴ分析カマ予なまオもることになれば，もはや直

接推理でなぐ，間接推理に移ってしまう。したがって根似である μ、う関関巴径は直観によってなされ

るものk考えられとb しかし， どこまでも直観であれどこから 3新には L、っているかe¥，づ点になる

と，その限界は明確にできなL必思う。

二，三実践記品から例をあげてみよう。

小:学技 R年の「国のできたころ」の うち，奈良時代の仏教の隆昌に，聖武天皇が仏教を広められたの

に，光明皇后の仏教信仰の厚L、こ主もあるl:¥'寸点を解らせるのに，子どもの両親がどちらも水泳着を

子どもに買ってやろう主 b、う安慌のある時はすぐ買ってもらえる{学習の時期が日月の末であって，そ
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ろそろ水泳のこ止が話題になっていた)主説明し ，夫妻が一致した考えをもっこ主は問題の解樹こ有利

である~"ヴ点をつ ませよう主しすこ。

また，中学校 Z年の「 対ヒの瑚iJ第一次で，わが国のE枇紀の時代の特色を ，古墳にま品、てとらえ

古墳が譲醸の惚威をあらわすものだと L、う点を， 角力の償制が，繊細と b、う称号の絡誠をあらわすもの

だ~ "、う倒をひL、て浬解さゼょうとしてレ弘 (この翰推は生徒の恋都をあまり高めた剖品、えなかっ

た)

以上のような鞘推による持母の形式は，小学校に担，、てよ〈用レられるとし、うこ左を自ijに述べたが，

しかし，この指導形式は，件ヰ被におし‘て用いられることは，問題がある k思う。そして ，小学校にあ

っても山、つまでもこの指語形式を多〈用いること 一 極端にu、うならば乱用 μ 、ってよLゆも女俳lな

bがーは，つつLんだ方がよい k思う。それは，類推が直後推理で菌現に依存するものである治め，

しばしばこれを常用して指導するこ主になると間接推定量こよる思考の発逮を妨げるからである。この点

は，中学生の学習におし〈鮪推による長鶴にだんだ八県味を示さないことからもし、えるのである。

F 上位概念を与える

これは次のG，下位概念宏与えること左相まって概念わ拡充に必要な指泊の形式である。この形式に

よる指導は，特殊を一般に含めることにより ，その内包を限定し ，したがって，他の要索を捨象するこ

とにようて ，本質をとらえさせようとするものである。次にし、〈っか例をあげてみる。

〔児童の発言 〕

・稲刈りなど多勢νなレ主困る

.銅鐸をもっていたのは

.金持ち・偉い人・曾長など

・操業に使った道具

・織物のおり方ゃ矯や船の造り方

.奴蝉

G 下位概念を与える

〔教師の発言〕

・共同作業

-えらい人の'しるし， 'かぎり，

議具

・進んだ技術

・奴隷

抽象度の高いコ トバが与えられて，それが解らない場合，具体例宏話してやるこ主によって解らせよ

うとするものてeあり，これは ，はなはだ多〈向いられ，且つ，効率向高い指滋の形式である。たとえば

知こ婦げた喫践記録の中にも非常に多〈使われているがー.二あげてみる。

小古学校H年の教科書には「勢レの強」、，ブ]の勢い国がまわりの国をまとめてし・ったJとL、う琵見で叙

述されているものがあるのこの「勢しの強しづ あるいは「力の強"'Jとい うことを解らせよう としたのが

次の問答7腕えによる先趨である。
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〔教師の発言・指導〕 (児童の発言コ

。対日朝延が国を統ーした主き ，1)が

あるというこ Eはどういうこ主力ミ

・力と は何だと思うか Sまとまっている

こうしよう左するときにま kまって

てし、るkいうこ Eか 〉・け八J白訟をしたい

イ中りうE良ければまとまってu、かれる ;;..<:;戦争に対する矢識をもっている

台、

-まだなしずめh

、文化人のし、みか

.まだなし、か

・進んだにろの静竺噂をもっ

ていなければならなu、。これをど

-顕がよい

とから手に入れるか ー一 〉・敵をやっつけた kき

三地から進んだ鵡せる亙をと

り入れるこ主

それ州撃でがてはならない

貧乏ではだめだ
一一窃一一

一一一一市・早 対Etから買った

この伊jでみると.縦而は「力Jがあるμ 、うこどを，道具・ 武器 ・考え方 ・ゆTよか ・貧乏でなレペ

い 5ように具体的なものに下げて解らぜょう kしてしも。そして，このこと時経済力が高L‘主いうこ止

が「力のある」ことに含まれるl::¥'、う関係・をて耳かませてし ‘るわけである。

以上，七つの指!liの形式はコミユニaケーシヨンによる指導の方式におu、て使われるものであるが ，しか

し，こ 件ヒつの形式が実際の学習指道で意識して教師が使用してbるかkいうことになると疑問である。

たぜこれが現実の告訴習指導においてじめふんな教師の配慮がなされていなし、か e¥，、う点については，別

の角度から学習旨患とし‘ う現象を分析考察した方が早途である。

以下 ，次寧におL、て述べるこkにする。
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指 道 、
第五章 学営 7賄容.の構造連関 :

第一都述べたように，この概では二つの課題をi献していた。その→は ，撃蓄過程の髄

連関棚らかにするこ主であり ，1"ιー つは ， 撃蓄過程2::1"、う 1瑚 jを構成する三つの要素す柑っち，

教育内容 ・児童生徒 ・綿市のおのおのにつu、て ，その構造k機能宏明らかにすることであった。第二の

研究際題に"?¥，、ては ，それぞれ ，第二， 第三，第四章で研究の結果を記述してきた肝で ，この章では以

上の三要都どのような関繍造をもてば ，事者i雌州立十るのか ，その条件主過程酬の喫際につ

し、て述ベるこ正に十る。

r~史富子学習する主 いうこ とは「描かれた庇史像を， .理解主 u 、 う過程を通して ， 児古生徒が自らの歴史

像を刑事成すると2::Jだと L、う考えにたって ，これまで簸擁した掌習指事の契践記録を機すする2::，

害警の税制次のようた附迭をもって成立していると いうことがいえるので向。

十たわち ，小掌絞め日午の撃警過程州立造は ，教師を中心として学級の児芭全体の参加による共

同思考，あるいは拘司作業形式をもって.li.~史像の拘引母伎を'掌級 k して行なってレるのだ主 いうことで

ある。中全学校 Z年のそれは ，(三7)場合t':t..協力伎の曽郷中掌伎のさ学習指道につい てみ旬、るわけであ

るが)教師の挽示十る史喫および解釈l:，教科替なら日こ期時プリ ントを中心に，それを素材として

当をが自らの歴史{象を開詐成するl;1.、ぅ 7ff.t<進められてしも。しかし，中哨立におし・ても，再将械がな

かなか容易でたし、こ計工事喫で ，その場合は教師の方て手写僻成して与える形式が多〈とられて し‘る。し

たがって .最初にまずこの問題から考察するこ主に十る。

I 歴史像再結成のメカニズム

1 小学校6年の軒過程の正法

先に述べたように小'羊伎町年の学当地~は ， 島史像の持j;，t 1lX}1.教師を中心にして教師と学級の児訟と

の共同思考 ，あるし、('"1共同作業形式によって行tけつれているのであるが ，このメカニズムはどのように

動¥"てしるものであろうか ，具体的に検討してみよう。

まず，この間結己主主が ，1"、わゆる迂史~元展開の頭初から行なわれたものであるから ， 兇芭の日本位

史を学習する隙のさ学習の起点をどのように設定するかが第一にわれzオもの|勾心をひ〈。

これ点に"?，、ては ，この契践記録によれば，政治単元泊目iJに指導された ，"わゆる敬治r，i元において

学習した内容 ，寸ーたわち.現在のわが晶の主権者が国民で 2ふるl:¥，寸点から出発して，主権在民以目IJは

どうであったか主いうように ， 年代討朔り ， ~後に「治めるものがし、なし 、J l: 1"・う児註の発言を得て ，

「それでは同がでさたのはいつかJl: ¥，ヴ日本の闘の雌史を展開するための児古の学習問題を設定して

し必。このことは ，日本歴史学習の視点を政治主交{ヒ，特に政治にお〈小'学校のht史学習の延辺三酌n民度
からすれば妥当である。しかし， 日本歴史を勝目する起点をここにお〈と u・う ことと， そり起点設定を

i疋むの問題亡寸るための ，学習道入の起点をどこにおぐかと 」、う点は区glJして考える方がよ し、と思、う。

たぜならば政治 ・支配 ・彼女配国l:¥， ヴ概念は1疋むにとってつ刀、みにぐいものであり ，政治也元のt学習

でも現在度出されてL、るわが国の政治機構・政治形態・政治思想などを一応;句..;1，4母ても両iJ~こが吹こ諸縦念につ

し'て ，どれだけ本質的なものの犯健がなされているか問固である。殺に ，固につし・ての学習包泊時にお

ける教師l:~尼むの問符 ， ならびに学習後に行なった而俊樹径でも ， このことは明らかであとb したがっ
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て ，学習問題設定の窃機づけは ，むしろ ，iわが国土に人々はいつから住みついTこかJe"づ方が児設

に受け入れ易いのではな、かろうtJb その理由は「住んでu、るJl:"ヴ概念の背長になる具体像は ，児童

自らの経験におし‘て保持しているからである。したがって，このこれま児誌に解って".るこ止な(J"Jであ

る。

以上，学習内容にq 、ての考察はこの程度にしてお〈が，このような内容跡らんで ，聖書過 程

の構造は次のようになっているのである。すなわち ，制加工問答法巴 よって，児盈の既有知識をひき出

し，それに足りなし知識は教師が与え ，だんだん起点設定を導レてい〈 をしうやり方， "市、かえれば ，

数制iが中心になって， 学級全体の共同f犠で，内智コ筋みちを構成してい〈と し、う方法が左られてし必。

このよ うな指導方法は ，それ以後の学習欄の陵聞にいられている。中心的な斡過種のメカニ

ズムである。 つまり ，児童生徒の既有知識を再編成して ，新しぐ日本歴史の歴史像 {小学校の場合では

日本歴史の アウトライン)を再構成しよう主いうぞ り方になってしも左いってよい左思う。

左ころが，このやり方で ，はたして児童の内に新し〈日本E設のアウトラインか栴成されてしべだろ

う泊、あるいは，学習の結果 kしてlIt史像が描かれても ってし、るだろうか，が問題になる。 この問題を

明らかにするために，このような方法による 聖書過程のメカ ニズムを構造図式化して考えてみよう。

指耳事
学習の過程

A ~慢の頭初

仁教 師 〕

ロ hg 旬、
官 、
iJ 0 

@ ~ ~ 
a n 
U s 
、々
、ロ ず

(酬が同一る附)しかしこ叫1い由なる務官形式をもっ，¥ 
ても児盆の蜘こt雌示されていr.no)

B 過程の展開

〔教 師〕

【児 意 3

... 11 
'lgs 、s，、s

@ 

I ~" ， も
11 ~ I ， 

(肱川ってる歴史嫡 j これh略的統査官こよっても解るように.伊lら僻づけら何:¥ 
いrnb.~わゆる点機造の歴尉官裁であり，しかもそれらの 1
うちω工日本湿史を学習する却ζoでない匁識を合ん官、 l
る 。/

〔児議3

私".
Afi !く元三台二三孟277左手平元トー--D14 "，1 

〔教科事 ユ

1わE
てぞる H 之

¥J/の 寸川崎町I If 1-<.ー一ーーーーーーーー一/司! させる

B ん1) _ ~:~:，竺fTーはりな川?:fjf手 I I 

丸(!;/:孟JZ-像ニー。一粗削つ I 1 
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C 過程・の展開

〔教 【児 意3師〕

ギ?回、 Bにおいて教師が描いてい

〈歴史像が ，1国ぺの，¥Ie芭自ら

の頭の中に同時的に描かれて

い (0 (理論的には ，そうな

らなくてはし、けないわげであ

るが，果してそうなるかどう

かに問題があるわけである )

これが児立の申こも行なわれる @ 

(教間関の酬は出…う
から .Wl髭は遂次限自ijに膝関されていく!
とし、うよう』ことる。 /

D 過程の終末

〔教 師〕 E児 童 3

(欄桝むに一向)階寝によっ寸苗肉、ct1:Jこ砲まと像が 1
できあが毛>0し式訪レって教曲mのl
頭の州こ出ていることになる。 l @一

h
・

魯

g
a量
調
，

a
'

、

J

歴史像が教師が描いてぐれ

たの主同械のものが自らの中

にもできあがったはずである。

以上のようたぎ蓄過程の構造が考えられ ，かっ;こ内ようなメカニズムがうまぐ働ぐならば児芭

が自分の中に ，自n'UJ歴史像を描きあげるはずである。 ところが，学習後の児童に面接調査したところ

では，第三章でも記述したよ うに ，やはり ，児雪のもつ凶史像=言語場僻造は ，点排造や単線信泣で終

って いるものが多いのである。これはu、った¥" ，このような過程のどこに問題があるのであろうかの

まず ，過程のうち Aの静皆@についてみると ，教師は教師の描〈歴史{象の全貌を児童の自ijに提示する

のでな し このように児童首こ檎かせようとしづ予定路線{これは櫛市の郎、てL、るh民像には違いなし、)

を頭の中に設置しているにすぎなしb したがって ，児童t品、かなる位史像ヵキ留かれるのかe，づ ，ど〈

大紺巴なものさえも頭初からもっこ止ができたい。第一の問題はこ こにあるのではなかろう内なるほ

ど常習問題ど して，た左えば「どのようにしてわが国は一つにま 主まったのかJとし・うような問題をも

ったものとしても ，それを，遂次，順を遂って明らかにしてuぺ方がよL、のか。これと別の行き方とし

て，教師が諦議によって一応の全貌を明らかにして提示するか ，教科書によって提示するということを

まず行なう 止し、 う方法はどうヤあろう九この喫践記録にみられる展開では ，¥尼宜に ，もはやある程度

のアウトラ インが ，竿習以前に持ってLることを期待したやり方ではなかろうか。このような考えにた

つe，児童にあ Fコかじめ数手撞 ，その他の参返舎などで弓習することを要求してし・るい、ってよしペぜあ

ろう。 さもな"，e ，児芭の貧弱な臼本並史についての既有知識を ，主として問答によってひき出して，

予定路線にあてはめるこ kになり ，確乎左したア ヴ トラインにならないおそれがある。

以上のこ主は ，まとめてい幻i，教育内容の技涼がふじゅうぶん ，不健喫fピ左 いう結論に倒達する。

隠かにこの点は ，喫践記録に示しずこ。いろいろの指おある し・は常習についやした時間を調べてみる e， 

教育内容の提示k思、われる時聞の著しぐ少いのに気づぐの?吾、る。 (第四章 I 参照)
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TこEえば，教科書話完んで「どのような事があったかJrどんな人がどのような撃をした刀づなどを

界.つけ出させるのに児童がっし、やす開閉は，長〈ても S分ぐらL、であるμ 、う点は作噛である。この点

は他の場合でも共通しているこ主でみるが，教師は自分の 4活動する聞i占1は，どれだけ長ぐついやしても

長レと感ぜず ，児童の活動に要する時間は物理的時間としては主張いのに，教師の受ける心理的時聞とし

ては長〈感ずるようである。これはけ、わば ，教師が茶躍を行なう際 σ教師の指導心理主でもいうべき

ものであり，これは鈎過程の酬を大きぐ抗する条件になっているようで抗。

A段階の⑪につL、て，児童の既有知職は前にも述べたように‘必ずしも秩序立ってし、る と岬良らな¥"0

しかし，既有知識の問題は ，むしろ?その把持してしる論理構造le ，ぞれの背景にたってLるjilJJ去経験

との関係が重要なのである。この点につレては ，これ以上述べる余絡がなレので ，当研究所の研究紀要

第 2 0築 # 1足震の地浬的概念，を参照して頂~た\r b

C留者の@についてiここにみられる問題は ，児誌が歴史像を権成する上にもっとも重要な関係をも

つものである。ある言語場指造が成立するときに，概念、左概念の関係がどのような論理構溜こたつもの

か ，すたわち，上位 ，下位概念の「含むJel，寸関係の成立なのか，概念と概念 kからある判断が成立

すること trのか ， あるし 、は ~ tyこ ，判断と判断kから推理が立することたのか。以上のような示通理が成

立するのでた〈ては ，ここの日虫事実，現象とコトパマヰもっていても，全体主しての歴史像は描けない

わけである。この点の心理機能は今後問題宮しぼって ，さ らに追求したい左考えてい 弘 ・そ倒壊芸 ，第三

章tOieした児童竺誕の』民団'fþ~の分析が正面に t りあげられるわけであ弘ナこどえば ， 児童生徒が歴史

削因果|期系をつかむこをができるにはどうしたらよいのか主いうこkなどであ弘これを追求するには

.単に因果献を kらえるとし、っても，その心理のメカエズムは，担捻の形成竺わ析 ・同一範埼の上機k

し、うこ kがでi?なぐてはならないわけであゐ

C尉渚の@についてt訂以上のことが，教師の描ぐ過程としてでなぐ ，l足並 自らがするのでなぐてはな

らないのであるが， 111-:し-C，こ の よ う な 襲 警 過 程 μ 磯には，児童が自ら歴史像を描い℃いぐ

l:I，・5J診をとるのであろう刀、μ 、うこ kである。おそらし学級内の成績が中以下の児童は ，線市の描

し、てLる歴史像の展開に接して，跡、てし、るとしうだけで ，自分もそれに参加して，同時的に描き進ん

て刊、るのではなし小と思われるれである。これを，いかにしたら自分で思考して ，すなわち .t.こだ聞い

てしるとし、う 学習をする のでな<.自分も思考して，自分もL受像を栴成 していぐようにするにはどう

すべきかとい う問題であ者h

D閥渚の@について ，数師が中心になって ，→15;共|言Jr醗形式を土って梢1，，t-:歴史像は ."、つ Tぷ J描

きおわれば ，それは，教師iの外に提示されたものになる。しかし，それを描ぐ治程で児芭自 F請。z忠、考し，

f齢‘たいと ，話しコ トパによって叙述するkいうjl試をとる。このれ時方であると ，員ilに叙述されたも

のが ，児童の対悩皮質に一時的な蜘‘記銘がたし、と，全体像になり得たしb したがって ，①の民鳴がで

て〈るわけで~る。そこで，この勝皆におし、て時 ， ¥， 、わゆる「まと ぬJl:いうこ とを しっかりやって .

今一喧全体像剖品き出し ，袋すれば，ヌ浮でもって記述しなぐてはたらないた偽ろう。このし、わゆる「ま

とめjが，この日晩でとりあげた喫践ではふじゅうふんのように思われる。

きて ，以上のような鍔迅程の陥上の問題しその対策についてま主めてみれば次のようにな

るであろう。

① 教育内容の提示につ"、て ，教師による提示がふじゅうぶんでーあとb このこtは，余ザに児童の既
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有知識に強ぐ依存してはし、ないか。 さらに，教師の提示が有{挟であり，それは，明確に内容を

表示しないこ止と，提示する時闘が短かすぎるのではなし、か， .!::'"、うこをである。

この対策止しては，教育内容の提示は与える ものであって，児TJ.が過去経験や既有知識をもとにし

て考え出せるものでない，としづ点を考え，内容の提示はもっと的確に行なうこ h そのために ，

教科書による内容の提示をもっ k遠慮Lf.tl.、でやる主よ同教科書中心主 L、け離を恐れて，数科

書による内容の提示を避ける kすれば， 歴史学習の本質を解さなし、とレってよしb 話しヨトバによ

る同容の提示は時閥的経過によって消失していき，児童がぐり返し内容をたしかめることはでさな

いが，教科書のようにヌ芹によ勺て叙述された tのは ，何回でも反儲売みかえし内容をたしかめる

こ!'71，-r・~る。

~ì 児童が自分だけで思考する場.!::，思考のために使う時聞が与えられてし、なし、。

このことは第四章の記録を見れば明らか予ある。これは，先にも述べた教師の指道心理にも多分に

関係ずる E思う。1-:がし，もっと J，尼蓄が教科季目白リ3内容を要約してつかみ止る仕事や，提示され

た内容を理解するための場と時聞をじ略号ぶんに与えてしかるべきFである。

c3i 教師の摘〈歴史像左嘆開を予定寸る路線が明窪でなしb この点は，教師l自身が何z'おL、ても，ま

ず.正 1.;，、lliI.史像を描けたぐてはならなし、。そうでないと，児替の関心や興味に友右されて，主ん

指導
寸守もなし、方向に学習過容が喫開してしまう。これは，何も l足音の関心や興味を主財完せよ e"、う

こkではな"b 児賓の興味や関心は， 一つの内容について.t..こだ一つ介叶などどし、うこどは決し℃

なし、のである。このことはさらに，児童が常習する際に何を学習するのか主いう目標が明確につか

まれ'"["ない左いうこ主にも起因する。

(4i視覚教材を使用する場合，それによって何を1足翠につかまえさせよう kするのか明らかでな"'0

この問題は次の点だけを摘ずるに止める。それは，現場の界洋・似緬・スライド ・絵のように具体

度の高いものは.いろい乃の要素が含まれており .コトパとちがって ，児誼がそれによって卦十る

内容は問ーのものではなL、。したがって.よほど ，教師が何をつかませるのかをはっきりもって

指翠しないと，教師の期待する内容は受けkらず・目的主無関係なものな主らえがちだと し、うこと

である。

以上，小学抑制鍔過程構造について述べたが・次に中牲のそれについて記述するこ主

にする。

2 中学校2竿の部過程の構造
-rl-J 

理論的問、えli，中掌被 Z年の金提が.ほ史的分野のさ宇習をするとをに，小'竿紋自年の学習で媛得し

た日本~史のアワトライン吾子柿希うるわけである。もちらん.ぞれが明艇に摘きi与なし、ことも，忘れて

しま ったe"、うこともあるわけであるの L刀、し，一応 H年の学習の際に拙ぐこ主がなされたなら.何ら

かの助言・示唆で樗生で誇るわけである。たとえ拘;生できなぐても，何らの常習の底 跡がなレわけでは

なし也考えられるので・ある。しかし，現嘆に間必ずしも，このようにはLえなしゅら，常習指担ι陰雌

均いわけで凡さて，時 E年生の持過程自己， ，同 年生で獲得した日本ill-a'J)アワトライ

ンを再生予きる 左いう こ r を ~i提にして ， 山進化して苦言察すると次のようになる。

- 158-



r救師を通してあらわ¥ 教師の描〈歴史像{米鍵示)
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以上のような申竿 B年の歴史学習が展開される過程において教師の指涯 E生徒の学習のメカニズムは，

づく掌紋8年の児童のそれと，ほとんど同ーの働をといってよいのである。 しかし，それらの働きの中で

IJ'¥ ~宅核 ・ 中学校の違いは何かと Lヴ点明月らかにしてお刀咋ぐてはなるまし b 以下 ， 中空字放と小哨交の

聖書過程のメカニズムの相違を服したがら ，昨生に対して行なわれる時過程め特色を述

べるこ 2とにする。

① まず関係抱握において，より論狸的思考がたされなければならなし、こじ

これは第三宮こ示した児童生徒の歴史理解の能力について，小学校のそれが主在して ，認知の閤i皆

が主でふるのに対して，中学校では関係把握 ・総合的な把僅・発展概念の導入など ，論馳札思考を

より多ぐ必要とするに至る。 Tこ左えば ，小学校では 3"盛時fむこ区分して ，時代の過渡期に q ‘て

はふれないが，中空宇校ではこの過渡期の取扱u、が重要になってぐるρ さらに悶果関系の把怪は小学

校に要求しても，それは史実の時間前連続においてとらえる程度であるrr，に対し，中学校では，史

実左史嘆の間に崎罰的・割司自正1に相当のへだたりのある閥系についてもみたぐてはな内た "o しか

も，単一の現象と 泊ーの現象との間を一義的に結びつける関係予なぐ ，ある結果に影響を与えるk

思わ1れる L イつかの現象の総合白~I把握がたされた付ればたらないたど。 したがって，制市の指導

もこのような論理的思、考を発達させるために ，じゅうぶんた配慮が必要なわけである。

以上のこ主はまた q 生徒の歴史像を再構成するための， ¥"わば構想力の発達を想床してし、る。歴

史像を描 ぐ過程が，教師の描ぐ過程に対峠し，それを獲得する主いうので~ば，極端に し、えば ，

その提示を鵜呑にする e¥，、う場合もあり得る。しかし ，自分ぢ既にもっている日本控史のアウトラ

イン壱f，教師，教科書 ，その他で提示する内容を取り入れ，自5J---c>再構成する Eいうこ土になる主

提示された内容を関係づけ，一つの全体の構造を造りあげるとし、うことは ，栴樹日でい、うべき

能力の発達である tいうことができる。この構想力Eいわれるものは何かを追求することが，今後

の研究深題として考えられる。

~ì 自Ij時の学習内容を，復習のj診で次時の官頭に再編成するこ kカ多¥， '0 

この問題は ，小・ 中学伎の指道に共通にみられるこ tである。 しかし ，教育内容の量質主もに多

( ，且て楳レ中学校の歴史的5コ習では，どうしても 4時間で取扱う内容も多ぐなる。したがって，

次時の冒頭において再構成して解認する形が多ぐとられるのであろう。 しかし，このために要する

時間的割合多ぐっかわれており，検討を必要と寸る。

(3) 中学生のさ字笥品種をみると ，一世に生徒の発言が小空宇生に比べて少なしb 

この問題は，掌習内容の程度が高〈なり，生徒よりの発言が困難になる):_¥，、うことだけではなぐ，

青年矧にはいって心理的な発達が大きく関係するものと考えられとb しかし ，この点については，

追求がじゅうぶんでなし、から問題の指摘に止めておぐ。

⑨ 食料プリン ト， その他による教育内容の提示が多ぐ。したがって ，生徒がひとりで'学習する機会

指導
が多〈なり，学習過程 ii.生徒が直接教育内容に対時し理解した結果を，教師がそれを確かめ，

修正し，再確認させる e¥，、う|鶏係構造を強ぐもつようになる。

以上，小 ・中湖i.vc:r，;rtる望書過程の構造について述べて前こがけであゐが，両者に共通した問

題点としては ，教育内容の提示左 ，理解のための指道が明確に区別されず，両者カ現在した形で撃蓄

過程の進められていぐと正カ珍いと L、うこ主である。このこ kは ，児童生徒の摘こうとする歴史像が
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予めそのア ワトラインを知ること ができず ，遂火構成されてu、〈とし、う?診を.tるが.それが話 しコトバ

のコミユ エケーシヨンによるもので~るから，児童の対凶皮演によほど強固に記銘されたいと， 経痛 ，

全体像を描〈 ことができないでしまう。 との問題を解決するためには ，教育内容の提示と， 理解ーのため

の指 導に一層の工夫が必要であるが，過程の終末で「まとめJ形式で今一変革対市の方で再構成してぞる

ことがよし~}::忠、う。 また ， それは文章で表現されれば一瞬効果があ弘さらに ， 児蛍袋誕の年習の迦程

て拍年表に記入し ，学習が終ると同時に一応のアワトラインが自らで きていると bヴ方法も適切であ る。

特に児童生錠が自 力itJ)ノートを適切 に作成し，それカ終末におし〈歴史像を叙述したこ主になるならば ，

もっ土も望ま しいこ主と いえる。
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E 結 語

この研究は，華蓄過程の成立について，いかなる要素と因子がどのように桃造連関付つものなの

かを追求したものである。しかし，この研筑対象はきわめて複雑かつ流動的現象であるために，相当長

j切にわたり，しかも，多くの人骨の協力によって研究が進められなくてはならず，したがって，今度の

報告は ，研究の全体構造を構成し ，いかなる研究問題が所在し ，ぞれをいかなる方向に追求すべきかと

いう研究構想ならびに問題の提供および，この研究の段階で明らかになって諸問題について報告する。

文字どおり，第一報である。以下，これまでの研究の成果と，将来追究しなければならない問題をあげ

むすびとしたい

1 明bかにされた同組点

1 籍組の全体構造

指導
学習過程

2 教育内容

!①教育内容

l② 児童生徒

{③教師

論理的構造について(第二章〉

教育内容捉示の順序性 〈第四章)

5 児章生徒

この三要素の構造逮闘について(第五主主)

緊張・概念の導入

理解構造について 言語場・概念の導入 (第三章〕

理解過程と認識過程の差異

児童生徒の理解構造の特性

4 教師の役割

教育:内容の提示

理解させるための指導

遂行のための案内

2 今後追究しなければならない間姐点

1 児童生徒の構想力について

2 児童生徒の論理的思考力について

(第三章〉

(第三輩〉

(第四平〉

(第四章〕

(第四章〉

ここでは，特に歴史的因果関係をどのよう にとらえさせるかを追究したい

5 望ましい望書過程の展開之その構造の追究

4 了解的方法論をより精融かっ ，確乎としたものにする。

ー以上 ，この研究の第ー一次報告書の執筆を終るに当り ，この研究を進めていく上に御指噂と術協力を頂

いた次の方方に，あらためて深甚の謝意を表するものである。
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学習採算の構造論について御指導頂いた 新潟大学教育学部 加藤誠庭 教授

研究万法論について御指導]頁いた 新潟大学教育学部 黒田正典教授

研究協力校として御協力頂いた下記校の校長，教職員ならびに児童生徒

o 新潟県西蒲原郡西川町立 営恨小学校

o ~鵡県西蒲原郡西川町立 曽郷中学校

なお ，この研究を担当し ，研究紀要を執筆したものは研究員羽鳥敬ーである。

参考女献

0 学習指導嬰領 社会科縞 小 . 中 学 校 文部省

。同 上 指導委 文部省

。新児童貌査法 黒 田正典著 協同出版株式会社

。品曙解決の心理
中野佐三
小口忠彦編 牧番:庇

。授業の今析上・下
ザンコ フ 箸

明 治 図 書
矢川徳光訳

。ソグエ トの教科書 心理学 1 .• 1I スミルノフ 主訳監
柴臼.島 .牧田

明治図書

。現代の思考法 mヘシスキー 著訳
国嶋一則

錨草書房

。意味論
ピエーノレ .ギロー著 クセヅュ文庫
佐藤信夫訳

。言語と思考
Iポール.ショシャ ーJLi著
吉 倉範光訳 クセジュ文庫

。現象学入間 佐竹 哲 雄 箸 東海叢書

。創造的思考の心理 小 口忠彦若 牧書底

意味の意味
オグデン・ リチャーズ著

池 白 書 庖む
石橋幸太郎訳

。思考と行動における言語
s .工ハf'flワ当!!f.

岩波現代叢書
大久保忠利訳

0 人 間 カッシラ ー 著訳
宮城音弥

岩波現代章受書

。歴史学序説 上原専蔽著 大明王土
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，、

。魔史における個人のt鵠リ プレハーノ フ著
岩波 文庫

木原正 雄 訳

。幣史の扱い方 つだ・さうきち若 中央公論社

。歴史とは何か
E.H.ヵー箸

岩波新書清水幾太郎訳

。日本文化史 家 永三郎著 岩波新書

。大化の改新 北山茂夫箸 岩波新書

。日本金史 7 巻 河出番房新社

。京大日本史 5 巻 創元社

。史料日本史上・下 東京大学文学部史学会 山川出版

。史料世界史上 ・下 同 上 |司 上

。日本史料集 !司 上 問 上

。史料による日本の歩み 4巻 吉)11 i弘文館

。大日本史平表 辻醤之助編

。新日本史平表 西 岡虎之助編 中央公論社

。世界の歴史 平表 6巻 毎日新聞社

。講座歴史 I 大 月書 j苫

。日本歴史の学習指導法と資料 フェニッ クス書院

。教師のための日本史 ViT出書房

。国家権力の諸段階 歴史研究会綴 岩波書庖

。時代区分上の理論的諸問題 問 上 同 上
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